
は
じ
め
に

無
尽
山
荘
厳
院
地
蔵
寺
は
、
徳
島
県
板
野
郡
板
野
町
羅
漢
に
立
地
す
る
弘
法
大
師
の
開
創
と

伝
え
ら
れ
る
古
刹
で
あ
る
。
蓬
庵
公（
蜂
須
賀
家
政
）の
阿
波
入
国
以
来
、
近
世
の
地
蔵
寺
は
、

代
々
の
住
職
に
よ
っ
て
数
多
く
の
伝
法
灌
頂
が
開
壇
さ
れ
る
な
ど
、
阿
波
の
真
言
宗
寺
院
に
お

け
る
中
核
的
な
学
問
寺
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
に
編
纂
が
始
ま
り
、
文

化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
に
成
立
し
た
阿
波
の
地
誌
で
あ
る
『
阿
波
志
』
に
は
、
次
の
よ
う
に

紹
介
さ
れ
る
（
注
1
）。

莊
嚴
院

在
矢
武
村
、
又
稱
地
藏
寺
。
采
地
十
石
三
好
氏
嘗
捨
二
十
貫
地
三
町
七
段
。

有
子
院
五
十
五
、
今
僅
十
二
。
罹
兵
燹
、
慶
長
中
、
所
賜
書
存
有
大
悲
閣
。
元
文
中

加
置
聖
徳
太
子
像
、
左
有
小
山
稱
摩
尼
珠
礎
石
存
、
右
有
井
泉
福
舊
址
也
。
天
明
中

造
羅
漢
木
像
五
百
各
高
與
人
等
。
山
名
無
盡
、
修
眞
言
。
釋
定
宥
重
造
金
錫

孝

公
嘗
持
歸
以
爲
鎗
飾
。

平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
か
ら
平
成
三
十
年
に
か
け
て
、
地
蔵
寺
所
蔵
の
古
文
書
・
古

記
録
を
は
じ
め
、
建
造
物
・
石
造
物
、
美
術
工
芸
品
な
ど
に
つ
い
て
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
に

よ
る
文
化
財
総
合
調
査
が
実
施
さ
れ
、
数
多
く
の
文
化
財
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、

そ
の
調
査
結
果
は
、『「
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
遍
路
道
」
調
査
報
告
書
12

無
尽
山
荘
厳
院

地
蔵
寺
』（
二
〇
一
九
年
三
月
、
徳
島
県
・
徳
島
県
教
育
委
員
会
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
公

刊
さ
れ
た
（
以
下
『
報
告
書
12
』
と
略
称
す
る
）。
残
念
な
が
ら
こ
の
調
査
は
、
地
蔵
寺
に
所

蔵
さ
れ
る
大
量
の
聖
教
類
や
仏
書
・
漢
籍
な
ど
の
古
板
本
に
及
ば
な
か
っ
た
た
め
、
地
蔵
寺
歴

代
住
職
な
ど
の
止
住
僧
の
修
学
実
態
・
教
授
実
態
の
解
明
は
、
そ
れ
ら
聖
教
類
の
調
査
・
分
析

を
俟
っ
て
、
今
後
に
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
稿
は
、
地
蔵
寺
歴
代
住
職
の
修
学
実
態
・
教
授
実
態
解
明
の
た
め
の
一
階
梯
と
し
て
、
地

蔵
寺
所
蔵
の
由
来
書
等
か
ら
知
ら
れ
る
中
世
か
ら
近
世
初
頭
の
地
蔵
寺
と
住
職
に
つ
い
て
整
理

し
、
覚
え
書
き
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
地
蔵
寺
歴
代
住
職
の
う
ち
、
中
世
か
ら
近
世
初
頭
の
住

職
に
つ
い
て
は
、
そ
の
来
歴
や
修
学
実
態
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
資
料
が
極
め
て
少
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
し
て
、
地
蔵
寺
所
蔵
の
由
来
書
等
の
中
か
ら
『
當
院
神
藥
之
因
縁
・

當
院
中
興
開
山
之
事
』、『
無
盡
山
莊
嚴
院
地
蔵
寺
相
承
代
数
』、
別
本
『
無
盡
山
莊
嚴
院
地
蔵

寺
相
承
代
数
』、『
無
盡
山
莊
嚴
院
地
藏
密
寺
記
』、『
正
地
法
流
』、『（
仮
）
地
蔵
寺
由
緒
書
』

を
取
り
上
げ
、
本
稿
巻
末
に
書
誌
情
報
と
と
も
に
翻
刻
し
、
広
く
参
考
に
供
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、『
無
盡
山
莊
嚴
院
地
蔵
寺
相
承
代
数
』、『
正
地
法
流
』
に
つ
い
て
は
、『
報
告
書
12
』
に

も
翻
刻
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。

一
『
當
院
神
藥
之
因
縁
・
當
院
中
興
開
山
之
事
』に
見
る
地
蔵
寺
と
歴
代
住
職

本
節
で
は
『
當
院
神
藥
之
因
縁
・
當
院
中
興
開
山
之
事
』
の
記
事
を
基
に
、
中
興
開
山
の
定

宥
よ
り
十
一
世
玉
龍
ま
で
の
歴
代
住
職
に
つ
い
て
、
そ
の
事
績
を
整
理
す
る
。『
當
院
神
藥
之

因
縁
・
當
院
中
興
開
山
之
事
』
は
、「
當
院
神
藥
之
因
縁
」
と
し
て
「
万
病
円
」
と
称
す
る
神

薬
の
由
来
に
つ
い
て
記
す
。
続
い
て
「
當
院
中
興
開
山
之
事
」
と
し
て
、
中
興
開
山
の
定
宥
か

無
尽
山
地
蔵
寺
住
職
に
関
す
る
覚
え
書
き

―
―
中
世
か
ら
近
世
初
頭
の
住
職
を
中
心
に
―
―

原

卓

志

（
キ
ー
ワ
ー
ド：

無
尽
山
地
蔵
寺
、
高
野
山
正
智
院
、
定
宥
、
浄
幽
）
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ら
筆
録
者
で
あ
る
十
一
世
玉
龍
ま
で
の
事
績
が
記
さ
れ
る
。

（
1
）
神
薬
「
万
病
円
」
の
由
来

「
万
病
円
」
と
名
付
け
ら
れ
た
神
薬
の
由
来
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
た
「
當
院
神
藥
之
因
縁
」

で
は
、
福
智
の
二
徳
を
備
え
た
定
宥
が
、
時
の
帝
の
勅
を
受
け
て
、
熊
野
社
遷
宮
の
導
師
を
務

め
た
こ
と
。
無
事
に
務
め
を
終
え
、
地
蔵
寺
に
帰
院
し
た
定
宥
の
も
と
に
、
熊
野
権
現
の
使
い

と
名
乗
る
山
伏
が
現
れ
、
神
薬
の
薬
方
を
伝
え
た
と
い
う
。

○
夫
、
當
院
中
興
開
山
定
宥
法
印
は
、
福
智
の
二
嚴
を
兼
備
し
、
道
徳
仰
は
い
よ
�
�
高

く
、
鑽
は
い
よ
�
�
堅
し
、
故
に
其
名
國
に
弥
布
せ
り
、
時
の
天
子
、
熊
野
權
現
の
宮

殿
を
再
營
御
座
し
、
神
を
し
て
新
社
に
移
し
奉
る
時
、
道
徳
周
備
す
る
沙
門
を
求
る
に
、

定
宥
の
陰
徳
忽
に
顯
て
、
其
名
又
北
闕
に
鳴
る
、
帝
定
宥
を
撰
て
遷
宮
の
導
師
と
す
、

定
宥
彼
山
に
至
て
、
兩
月
を
へ
て
遷
宮
首
尾
し
阿
國
の
本
院
に
歸
る

○
其
次
の
朝
、
定
宥
延
命
菩
薩
の
寶
前
に
至
て
、
禮
拝
し
讀
經
す
る
に
、
非
常
の
山
伏
一

人
、
忽
然
と
し
て
來
現
す
、
定
宥
問
曰
、
汝
何
地
よ
り
來
る
そ
、
山
伏
の
曰
、
我
ハ
こ

れ
熊
野
山
よ
り
來
る
神
使
な
り
、
三
社
の
社
頭
造
營
の
功
、
尤
も
汝
が
道
徳
に
あ
り
と

い
つ
て
、
一
ツ
の
封
せ
る
物
を
い
た
し
置
、
院
外
へ
出
て
上
天
し
去
ぬ
、

（
中
略
）

彼
の
封
せ
る
物
を
見
る
に
、
今
の
萬
病
圓
の
藥
方
な
り
、
定
宥
是
を
調
合
し
て
衆
人
に

与
る
に
、
願
に
隨
て
、
病
患
を
治
す
る
事
、
喩
ハ
大
聖
世
尊
の
機
に
應
し
て
教
を
し
め

し
、
心
垢
を
洗
ふ
に
ひ
と
し
、

さ
て
、「
當
院
神
藥
之
因
縁
」
執
筆
の
理
由
に
つ
い
て
、
筆
録
者
の
地
蔵
寺
十
一
世
玉
龍
は

冒
頭
で
ま
ず
、
口
を
閉
じ
た
ま
ま
で
、
命
を
終
え
た
り
、
正
心
を
乱
し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な

い
こ
と
を
考
え
、
こ
れ
ま
で
暦
代
住
職
の
口
説
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
因
縁
を
筆
録
し
後

葉
に
伝
え
る
と
序
す
。
さ
ら
に
、
末
尾
に
も
同
様
の
理
由
を
付
け
加
え
て
い
る
。

○
（
冒
頭
）
萬
病
圓
の
因
縁
ハ
、
當
院
の
師
�
口
説
に
し
て
翰
墨
に
乘
る
事
な
し
、
予
是

を
お
も
ふ
に
、
其
深
意
知
か
た
し
、
然
り
と
い
へ
と
も
先
達
て
當
體
を
お
も
ふ
に
、
命

の
葉
ハ
朝
露
の
こ
と
し
、
日
光
能
く
消
除
す
、
又
世
人
を
見
る
に
、
病
患
競
い
口
を
閉

て
横
死
し
、
疾
惱
盛
に
し
て
、
正
心
混
乱
す
る
人
多
し
、
予
、
中
夏
の
こ
ろ
病
心
漸
重

に
し
て
、
依
身
疲
勞
す
、
然
り
と
い
へ
と
も
正
心
違
す
る
事
な
く
月
を
へ
て
、
疾
惱
漸

く
治
す
る
の
日
、
師
�
の
素
意
に
違
す
る
事
を
厭
す
、
命
葉
の
落
ち
易
き
を
恐
て
、
先

師
の
口
説
を
拙
詞
に
乘
て
後
葉
に
傳
ん
事
を
お
も
ふ

○
（
末
尾
）
予
拙
才
を
以
て
翰
墨
に
記
て
資
に
傳
る
事
、
定
宥
・
定
快
・
宥
雅
・
宥
雄
・

宥
惠
・
快
宥
・
宥
義
・
宥
信
・
宥
全
・
宥
昇
の
深
意
に
背
く
へ
き
か
、
然
り
と
い
へ
と

も
、
予

お
も
ふ
に
、
後
の
今
を
見
ん
事
、
今
の
昔
を
見
る
か
こ
と
く
な
る
へ
き
事
を
思

ひ
、
又
お
も
ふ
に
我
れ
前
罪
を
知
事
な
し
、
古
業
に
依
て
閉
口
し
、
現
業
に
依
て
乱
意

せ
は
、
師
資
と
も
に
悔
と
も
い
か
ん
故
記
て
以
て
後
葉
に
傳
ん
と
お
も
ふ

自
身
が
重
い
病
気
に
罹
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
葉
に
口
説
を
伝
え
な
い
ま
ま
に
な
る
こ
と
を
恐

れ
た
と
い
う
。
た
し
か
に
筆
録
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、
冒
頭
と
末
尾
に
繰
り
返

さ
れ
る
理
由
に
は
、
言
い
訳
め
い
た
響
き
が
感
じ
ら
れ
る
。

貞
享
四
（
一
六
八
七
）
年
刊
の
『
四
國
徧
禮
道
指
南
』
（
注
2
）に

は
、
地
蔵
寺
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ

て
、「
此
寺
妙
薬
あ
り

参
詣
の
輩
う
け
ら
る
べ
し

世
俗
ま
ん
び
や
う
ゑ
ん
と
な
つ
く
」と
、

「
万
病
円
」
の
存
在
に
触
れ
、
購
入
を
勧
め
て
い
る
。
ま
た
、
貞
享
五
（
一
六
八
八
）
年
刊
の

『
四
國
遍
禮
靈
場
記
』
（
注
3
）に

は
、
次
の
よ
う
に
そ
の
由
来
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
原
本
の
振
仮
名

は
省
略
し
た
）。

定
宥
も
と
よ
り
才
徳
信
行
の
人
な
り
、
一
夕
熊
野
權
現
瑞
託
あ
り
て
、
靈
薬
の
剤
方
を

示
し
玉
ふ
、
諸
病
効
験
な
し
と
い
ふ
事
を
き
か
ず
、
万
病
圓
と
号
す
、
若
薬
方
寫
し
去

て
佗
所
に
て
調
剤
す
る
も
の
は
、
除
病
の
功
す
こ
し
も
な
し
、
是
を
以
て
人
異
と
す
、

相
傳
る
事
凡
四
百
餘
年
也

『
四
國
徧
禮
道
指
南
』
の
序
に
は
「
此
道
し
る
べ
の
外
、
八
十
八
ヶ
所
の
縁
起
寶
物
等

其

住
侶
�
�
の
御
方
よ
り
事
書
を
乞
請
四
国
徧
礼
霊
場
記
全
部
七
巻

高
野
山
雲
石
堂
主
本
大
和

上
の
筆
削
を
も
て
板
行
せ
し
む
る
な
り
（
以
下
略
）」
と
あ
り
、『
四
國
遍
禮
靈
場
記
』
が
諸
寺

の
住
職
か
ら
縁
起
や
宝
物
に
つ
い
て
の
書
き
付
け
を
得
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、『
四
國
遍
禮
靈
場
記
』
に
紹
介
さ
れ
た
「
万
病
円
」
の

由
来
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
地
蔵
寺
住
職
で
あ
っ
た
玉
龍
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
歴
代
の
住
職
の
間
で
口
伝
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
由
来
を
一
般
民
衆
用
の
四
国
遍

路
案
内
記
に
載
せ
る
こ
と
は
、そ
の
宣
伝
効
果
を
考
え
て
の
一
大
決
心
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

後
に
十
三
世
普
雄
が
著
し
た
地
蔵
寺
所
蔵
の
古
文
書
『（
仮
）
地
蔵
寺
由
緒
書
』【E25‐111

】

に
は
、「
一
先
年
者
此
レ

�
前
ニ

堂
寺
御
座
候
而
、
代
�
之
住
持
庭
儀
灌
頂
相
勤
申
候
所
、
三
代

前
之
住
持
玉
龍
只
今
之
所
ヘ

寺
ヲ

引
、
方
丈
、
庫
裡
再
興
仕
」
と
あ
る
。
そ
れ
ま
で
別
の
位
置
に

あ
っ
た
地
蔵
寺
を
現
在
の
地
に
移
す
な
ど
、
地
蔵
寺
の
再
興
に
玉
龍
が
尽
力
し
て
い
た
こ
と
が

原 卓 志
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分
か
る
（
注
4
）。
お
そ
ら
く
玉
龍
は
、
地
蔵
寺
再
興
の
た
め
に
、
神
薬
の
由
来
を
四
国
遍
路
案
内
記
に

載
せ
、
多
く
の
参
拝
客
を
得
、
経
済
的
効
果
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

と
す
れ
ば
、
寺
院
経
営
の
面
で
も
才
覚
を
持
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
興
味
深
い
。

し
か
し
、
先
代
住
職
ま
で
の
掟
を
破
る
こ
と
に
は
忸
怩
た
る
思
い
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
や

や
言
い
訳
め
い
た
筆
録
理
由
の
記
述
は
、
こ
の
よ
う
な
思
い
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

（
2
）
戦
国
末
期
の
地
蔵
寺
と
住
職

「
當
院
中
興
開
山
之
事
」
に
よ
れ
ば
、
中
興
開
山
の
定
宥
の
出
自
は
不
明
で
あ
り
、「
定
宥

在
世
よ
り
今
世
に
い
た
る
ま
て
、
定
を
し
て
誰
子
誰
弟
と
い
ふ
事
を
知
る
人
な
し
」
と
す
る
。

定
宥
が
地
蔵
寺
に
止
住
す
る
契
機
は
、
四
国
巡
礼
の
際
、
こ
の
地
の
地
蔵
の
草
堂
に
て
「
非
常

の
僧
」
か
ら
受
け
た
託
宣
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
定
宥
の
徳
を
慕
っ
て
遠
近
の
僧
侶

が
参
集
し
、
弟
子
と
な
り
、
末
寺
と
な
っ
て
、
三
千
坊
の
門
首
（
注
5
）と
な
っ
た
と
い
う
。

當
院
の
中
興
開
山
を
定
宥
法
印
と
い
へ
り
、
然
る
に
定
宥
在
世
よ
り
今
世
に
い
た
る
ま

て
、
定
を
し
て
誰
子
誰
弟
と
い
ふ
事
を
知
る
人
な
し
、
唯
人
口
に
傳
へ
侍
へ
る（
？
）ハ

、
權

化
再
來
の
人
と
い
へ
り
、
定
四
國
順
禮
の
砌
り
、
地
藏
の
草
堂
に
信
宿
す
、
暁
天
に
お

よ
ひ
、
非
常
の
僧
來
て
、
定
に
告
て
曰
、
汝
此
地
に
草
庵
を
む
す
ひ
、
延
命
菩
薩
の
名

号
を
念
せ
は
、
願
に
順
い
望
に
應
し
て
寺
院
繁
茂
す
へ
し
と
い
つ
て
、
忽
然
と
し
て
失

ぬ
、
定
告
に
應
し
て
草
庵
を
む
す
ひ
、
一
二
の
と
し
を
ふ
る
に
、
定
が
陰
徳
自
然
に
顯

れ
て
、
願
望
函
蓋
相
應
し
、
近
邑
の
僧
侶
、
遠
嶋
の
緇
素
來
て
化
を
う
け
、
或
ハ
弟
と

な
り
、
或
ハ
末
寺
ト

な
る
事
、
か
そ
ふ
る
に
い
と
ま
あ
ら
す
、
誠
に
今
は
有
名
無
実
な

り
と
い
へ
と
も
、
三
千
坊
の
門
首
と
い
ふ
事
、
此
師
の
時
に
あ
り

そ
の
後
、
二
世
の
定
快
よ
り
宥
雅
・
宥
雄
・
宥
恵
・
快
宥
ま
で
の
五
代
に
つ
い
て
は
、「
微

少
に
法
減
あ
り
と
い
へ
と
も
、
往
昔
と
大
に
異
り
と
見
る
人
な
し
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。

第
七
世
の
宥
義
以
降
の
住
職
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
戦
国
末
期

の
地
蔵
寺
と
住
職
の
様
子
を
知
る
上
で
貴
重
な
文
献
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
ず
、
宥
義
の
時
代
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

快
宥
の
後
を
宥
義
法
印
と
い
へ
り
、
智
行
兼
備
し
て
、
徳
四
方
に
高
し
、
是
に
依
て
播

州
の
赤
松
、
門
族
の
故
を
お
も
ひ
、
勝
軍
の
高
徳
を
慕
ひ
、
宥
義
法
印
を
崇
敬
し
、
百

僧
の
飯
を
施
し
、
三
好
又
屈
敬
し
て
、
寺
院
の
近
田
を
寄
附
す
る
事
、
赤
松
に
過
た
り
、

宥
義
在
世
の
終
り
、
土
州
の
主
、
兵
乱
し
て
神
社
を
亡
し
、
佛
閣
を
滅
す
、
當
院
其
隨

一
な
り
、
當
院
の
西
に
古
戦
場
あ
り
、
此
兵
乱
よ
り
當
院
の
法
燈
漸
く
お
と
ろ
ふ
と
い

へ
り
、
其
後
宥
義
草
庵
を
む
す
ひ
、
宥
信
法
印
に
付
属
す

宥
義
は
「
智
行
兼
備
し
て
、
徳
四
方
に
高
」
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
播
州
の
赤
松
か
ら
は
「
百

僧
の
飯
」
が
贈
ら
れ
、
当
時
の
阿
波
を
支
配
し
て
い
た
三
好
氏
よ
り
は
「
寺
院
の
近
田
」
が
寄

付
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
宥
義
の
晩
年
に
は
「
土
州
の
主
、
兵
乱
し
て

神
社
を
亡
し
、
佛
閣
を
滅
す
」と
あ
り
、
こ
の
兵
乱
に
よ
っ
て
地
蔵
寺
の
法
燈
も
次
第
に
衰
え
、

宥
義
は
宥
信
に
地
蔵
寺
を
付
属
し
、
周
辺
の
草
庵
に
て
隠
居
生
活
に
入
る
。

右
に
見
る
「
土
州
の
主
」
と
は
、
長
宗
我
部
元
親
（
一
五
三
九
〜
一
五
九
九
）
で
あ
る
。
元

親
は
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
に
南
部
の
宍
喰
に
侵
入
し
、
天
正
四
年
に
は
西
部
の
池
田
に
侵

入
す
る
。
天
正
十
（
一
五
八
二
）
年
に
は
中
富
川
の
合
戦
に
よ
っ
て
三
好
勢
を
破
り
、
勝
瑞
城

を
破
却
す
る
。
そ
の
後
、
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
六
月
に
は
、
羽
柴
秀
長
ら
が
上
陸
し
、

長
宗
我
部
勢
と
の
戦
が
あ
っ
た
（
注
6
）。

地
蔵
寺
が
兵
火
を
蒙
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『（
仮
）
地
蔵

寺
由
緒
書
』【E25‐111

】
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

土
州
長
曽
我
部
元
親
、
板
西
城
并

勝
瑞
城
責
之
時
、
當
寺
并

十
二
坊
之
寺
家
等
迄
不
残
兵

火
ニ

逢
、
其
砌

御
倫
旨
、
御
朱
印
等
并

宝
物
焼
失
仕
候
由
申
傳
候

第
八
世
の
宥
信
が
地
蔵
寺
住
職
を
務
め
て
数
年
、
慶
長
年
中
に
大
地
震
が
あ
り
、
寺
院
が
倒

壊
し
、
佛
具
等
が
悉
く
損
失
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

信
數
歳
寺
職
の
内
、
慶
長
年
中
に
大
地
震
し
て
、
寺
院
顛
倒
し
、
佛
物
霊
寶
悉
く
損
失

す
、
信
歎
て
草
堂
を
む
す
ひ
、
能
末
徒
を
化
す

中
世
末
の
徳
島
地
方
は
幾
度
か
の
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
天
正
十
二
（
一

五
八
四
）
年
十
一
月
二
十
九
日
、
ま
た
文
禄
三
（
一
五
九
四
）
年
八
月
六
日
に
も
地
震
が
起
き

て
い
る
（
注
7
）。

本
書
に
「
慶
長
年
中
に
大
地
震
し
て
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
大
地
震
は

慶
長
元（
一
五
九
六
）年
九
月
五
日
発
生
の
慶
長
伏
見
地
震
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

本
書
で
は
こ
の
地
震
記
録
を
、
蓬
庵
公
（
蜂
須
賀
家
政
）
の
阿
波
国
入
部
（
天
正
十
三
年
）
の

記
録
以
前
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
正
十
二
年
発
生
の
地
震
で
あ
る
と
も
解
釈
で
き
る
。

こ
の
地
震
が
慶
長
伏
見
地
震
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、第
八
世
の
宥
信
が
住
職
と
な
っ
た
の
は
、

天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
〜
元
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
の
頃
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
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ま
た
、
天
正
十
二
年
発
生
の
地
震
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
天
正
十
・
十
一
（
一
五
八
二
・
一
五

八
三
）
年
の
頃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
本
書
で
は
、
宥
信
の
出
自
に
つ
い
て
、「
矢
野
駿
河
が
三
男
、
宥
義
か
甥
な
り
」

と
記
す
。
矢
野
駿
河
守
は
三
好
氏
の
家
臣
で
あ
り
、
天
正
七
（
一
五
七
九
）
年
十
二
月
二
十
七

日
に
徳
島
西
部
の
岩
倉
城
に
兵
を
進
め
る
途
中
、
脇
城
外
で
討
ち
死
に
し
て
い
る
（
注
8
）。

な
お
、
宥

信
が
宥
義
の
甥
で
あ
る
と
す
る
と
、
宥
義
は
矢
野
駿
河
守
の
兄
弟
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
宥

義
の
住
職
時
代
に
三
好
氏
か
ら
二
十
貫
の
寺
領
を
寄
付
さ
れ
る
な
ど
の
厚
遇
を
得
た
の
も
、
こ

の
よ
う
な
住
職
の
出
自
と
も
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

地
震
の
後
、
宥
信
は
草
堂
を
営
み
な
が
ら
末
徒
を
教
化
す
る
。
天
正
十
三
年
、
阿
波
国
に
入

部
し
た
蓬
庵
公
は
、
宥
信
を
召
し
て
持
明
院
（
大
瀧
山
建
治
寺
）
の
住
職
に
就
け
る
。
宥
信
は

六
十
歳
の
こ
ろ
、
持
明
院
を
退
き
、
井
土
寺
（
井
戸
寺
、
瑠
璃
山
真
福
院
）
に
隠
居
す
る
。

第
九
世
の
宥
全
は
、「
星
合
丹
後
が
肉
族
森
志
摩
守
が
類
親
た
り
」
と
さ
れ
る
。
森
志
摩
守

は
、
土
佐
泊
周
辺
に
勢
力
を
持
っ
た
人
物
で
あ
り
、
長
宗
我
部
元
親
に
対
し
て
は
徹
底
抗
戦
を

貫
き
、
蓬
庵
公
入
部
の
後
は
蜂
須
賀
家
に
仕
え
る
（
注
9
）。

現
在
の
地
蔵
寺
境
内
に
森
家
の
墓
が
残
さ

れ
て
い
る
（
注
10
）の

は
、宥
信
と
森
志
摩
守
が
類
親
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

宥
全
の
住
職
中
に
、
蓬
庵
公
か
ら
下
野
庄
村
の
土
地
を
寄
付
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
そ
の
十
石

を
地
蔵
寺
近
く
の
六
石
の
土
地
と
交
換
す
る
こ
と
を
願
い
出
、
慶
長
十
五
（
一
六
一
〇
）
年
に

義
伝
公
（
至
鎮
）
か
ら
認
め
ら
れ
る
。

全
が
時
、
蓬
庵
公
御
寄
附
の
地
下
野
庄
村
に
有
り
、
其
後
十
石
餘
を
院
廻
の
六
石
ニ
か

へ
ん
事
を
願
ひ
奉
る
に
、
義
傳
公
よ
り
御
寄
附
の
一
紙
を
い
た
ゝ
き
、
其
歳
の
慶
長
十

五
年
十
月
に
、
義
傳
公
當
院
へ
御
参
詣
御
座
し
、
十
石
餘
の
大
を
以
、
六
石
の
小
に
か

へ
ん
と
願
事
、
僧
意
に
か
の
ふ
よ
し
の
嘆
御
座
し
て
、
則
屋
敷
と
し
て
方
圖
書
を
御
寄

附
あ
り
ぬ

な
お
、
現
存
す
る
文
書
か
ら
下
野
庄
村
の
土
地
十
石
余
を
拝
領
し
た
時
期
は
慶
長
七
（
一
六

〇
二
）年
三
月
二
十
二
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
（
注
11
）。

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

宥
全
は
ど
れ
ほ
ど
遅
く
と
も
慶
長
五
・
六
年
頃
ま
で
に
は
宥
信
か
ら
地
蔵
寺
を
付
属
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

宥
全
は
、
土
地
に
関
す
る
訴
え
を
準
備
し
て
い
た
が
、
自
ら
の
病
気
と
「
大
坂
の
一
乱
」
の

た
め
に
訴
え
出
る
こ
と
が
で
き
ぬ
ま
ま
に
命
終
す
る
。「
大
坂
の
一
乱
」
と
は
、
慶
長
十
九
（
一

六
一
四
）
年
の
大
坂
冬
の
陣
、
翌
年
の
夏
の
陣
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宥
全
の
没
年
を
慶
長
二
十

（
一
六
一
五
）
年
頃
で
あ
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
存
す
る
歴
代
住
職
の
位
牌
に
は

第
八
世
宥
信
と
第
九
世
宥
全
の
没
年
を
欠
く
（
注
12
）こ

と
か
ら
、
宥
全
の
没
年
を
推
定
し
う
る
貴
重
な

記
述
で
あ
る
。

宥
全
の
後
、
弟
子
で
あ
っ
た
宥
昇
が
住
職
と
な
る
が
、
や
は
り
訴
え
出
る
こ
と
も
な
く
過
ぎ
、

本
書
を
筆
録
し
た
玉
龍
の
代
に
至
る
。

二

『
無
盡
山
莊
嚴
院
地
蔵
寺
相
承
代
数
』
と
歴
代
住
職

『
無
盡
山
莊
嚴
院
地
蔵
寺
相
承
代
数
』（
以
下
『
地
蔵
寺
相
承
代
数
』
と
略
称
す
る
）
は
、

地
蔵
寺
の
中
興
開
山
を
鎌
倉
時
代
ま
で
遡
り
、
そ
れ
以
降
の
住
職
名
と
没
年
を
記
し
た
文
献
で

あ
る
。
本
節
で
は
こ
の
文
献
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
記
録
か
ら
知
ら
れ
る
住
職
の
事
績
を
整
理

す
る
。

（
1
）『
地
蔵
寺
相
承
代
数
』
の
筆
録
者

『
地
蔵
寺
相
承
代
数
』
に
は
二
種
類
の
文
献
が
現
存
す
る
。
そ
の
一
つ
が
慶
長
十
二
（
一
六

〇
七
）
年
八
月
二
十
五
日
に
蜂
塚
彦
右
衛
門
の
お
尋
ね
に
対
し
て
回
答
し
た
文
書
の
写
し
【K

4‐1‐2‐8

】
で
あ
る
。
そ
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

法
印
宥
義
上
人

慶
長
三
年
二
月
十
五
日

法
印
宥
信
上
人

法
印
宥
全

右
実
賢
方
法
流
相
承
當
院
代
數
後
住
之
僧
へ

の
こ
す
も
の
也

慶
長
十
二
年
八
月
廿
五
日

蜂
塚
彦
右
衛
門
様
御
尋
ニ

付
書
付
ヲ

以
申
上
候
以
上

お
そ
ら
く
、
慶
長
十
二
年
当
時
の
地
蔵
寺
住
職
か
ら
回
答
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
蓬
庵
公
（
家
政
）
か
ら
十
石
余
の
土
地
を
拝
領
し
た
慶
長
七
（
一

六
〇
二
）
年
に
は
第
九
世
の
宥
全
が
住
職
に
就
い
て
お
り
、
慶
長
十
五
（
一
六
一
〇
）
年
に
義

伝
公
（
至
鎭
）
か
ら
六
石
の
土
地
と
の
交
換
を
認
め
ら
れ
た
の
も
宥
全
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
本
文
書
を
蜂
塚
彦
右
衛
門
に
提
出
し
た
住
職
は
、
第
九
世
の
宥
全
で
あ
っ
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
八
世
の
宥
信
の
没
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
宥
信
は
慶
長
十

二
年
八
月
二
十
五
日
の
時
点
で
、
存
命
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

原 卓 志
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（
2
）
定
宥
以
前
の
歴
代
住
職

別
本
『
地
藏
寺
相
承
代
數
』
で
は
、
第
七
世
の
宥
義
と
そ
の
没
年
ま
で
が
記
さ
れ
、
宥
信
・

宥
全
以
降
の
記
載
を
欠
い
て
い
る
。
本
書
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
冒
頭
に
地
蔵
寺
開
基
が
空
海

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
後
に
記
載
さ
れ
る
中
興
開
山
の
浄
幽
大
和
尚
の
事
績
で
あ
る
。
浄
幽
に

関
す
る
全
文
を
引
用
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

無
盡
山
莊
嚴
精
舎
地
藏
寺
、
空
海
大
和
尚
開
基

中
興
開
山
淨
幽
大
和
尚
、

或
云
傳
燈
大
法
師
空
賢
、
付
法
三
人
、
信
源
・
尊
光
・
探

玄
、
後
宇
多
御
宇
、
坐
事
出
家
、
住
東
大
寺
、
習
学
法
門
、
高
野
山
正
智
坊
道
範
阿
遮

梨
受
兩
部
灌
頂
、
再
重
遇
山
本

金
剛
王
院
覚
濟
僧
正
、
受

實
賢
僧
正
法
流
、
傳
云
淨
幽
平

城
姓
、
元
有
出
塵
之
志
、
爲
沙
門
居
東
大
寺
、
性

敏
志
氣
宏
邁
、
学
渉
内
外
習
三
論

龍
偏
東
大
寺
歟

稟
密
教
道
範
、
既
而
得
阿
遮
梨
位
、
勤
教
授
、

錫
渡
四
國
、
止
錫
當
山
、
弘
法

尽
信
高
名
聞
隣
國
、
附
法
第（
弟
）子

四
千
、
末
寺
及
中
国
□

浄
幽
の
出
身
地
な
ど
に
つ
い
て
は
、
平
城
姓
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
浄

幽
が
出
家
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
二
説
を
挙
げ
る
。
一
つ
は
後
宇
多
天
皇
在
位（
文
永
十
一〈
一

二
七
四
〉
〜
弘
安
十
〈
一
二
八
七
〉
年
）
の
頃
、
何
ら
か
の
罪
に
問
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
出
家
し
、
東
大
寺
に
住
し
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
二
つ
目
の
説
は
、
も
と
よ
り
出
家
を
求
め

て
い
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
浄
幽
が
弘
安
三
（
一
二
八
〇
）
年
九
月
に
九
十
八
歳
で
没
し
た
と

す
る
本
書
の
記
述
か
ら
逆
算
す
る
と
、
浄
幽
の
生
ま
れ
は
寿
永
二
（
一
一
八
三
）
年
の
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
が
正
確
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
後
宇
多
天
皇
即
位
の
年
に
は
、
既
に
九
十

二
歳
の
高
齢
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
年
齢
で
出
家
し
、
修
行
し
た
と
す
る
の
は
不
自
然

で
あ
ろ
う
。
何
ら
か
の
罪
に
問
わ
れ
た
こ
と
が
出
家
の
契
機
に
な
っ
た
こ
と
が
事
実
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
の
時
期
は
も
っ
と
早
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
出
家
の
後
は
東
大
寺
に
て
仏
教
の

基
礎
を
学
び
、
高
野
山
正
智
坊
の
道
範
（
一
一
七
八
〜
一
二
五
二
）
阿
闍
梨
（
注
13
）に

両
部
灌
頂
を
受

け
、
さ
ら
に
、
金
剛
王
院
の
覚
済
（
一
二
二
七
〜
一
三
〇
三
）
僧
正
（
注
14
）か

ら
三
宝
院
流
実
賢
山
本

方
を
受
け
た
と
い
う
。
浄
幽
付
法
の
弟
子
に
は
、
信
源
・
尊
光
・
探
玄
の
三
人
を
挙
げ
て
い
る
。

こ
の
内
の
信
源
は「
奥
坊
信
源
大
阿
遮
梨
法
印（
正
和
五
丙
辰
天
十
月
五
日
寂
）」、
尊
光
は「
上

座
蓮
花
院
尊
光
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、『
地
藏
寺
相
承
代
數
』
に
は
、「
中
興

定
宥
僧
正
」
の
前
に
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ

れ
る
。

寛
山
阿
遮
梨
ま
で
ハ
輪
番
持
ニ

て
院
務
執
行
之
処
定
初
て
本
寺
職
ニ

任
大
衆
壱
統
和
合
し

け
る
な
ん

こ
の
記
述
は
、
中
興
開
山
の
浄
幽
以
降
、
寛
山
ま
で
の
僧
侶
は
、
地
蔵
寺
に
常
時
止
住
し
寺

務
を
執
行
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
所
謂
兼
帯
の
よ
う
な
形
で
地
蔵
寺
の
寺
務
に
あ
た
っ
て
い

た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

三

地
蔵
寺
と
高
野
山
正
智
院
と
の
法
流
関
係

『
地
藏
寺
相
承
代
數
』
の
末
尾
に
は
「
右
実
賢
方
法
流
相
承
當
院
代
數
」
と
あ
り
、
中
興
開

山
の
浄
幽
以
降
の
代
々
の
住
職
が
、
三
宝
院
流
実
賢
山
本
方
を
相
承
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
そ
の
相
承
実
態
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
の
分
析
を
俟
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
本
節
で
は
、
地
蔵
寺
と
高
野
山
正
智
院
と
の
法
流
関
係
に
つ
い
て
知
ら
れ
る
こ
と

を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

正
智
院
と
の
法
流
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
世
玉
龍
が
著
し
た
『
正
地
法
流
』【E24‐20

】

お
よ
び
、
正
智
院
法
流
を
公
認
し
た
蓬
庵
公
以
下
の
藩
主
判
物
を
基
に
『
報
告
書
12
』
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
（
注
15
）。
こ
こ
で
は
ま
ず
、『
報
告
書
12
』
に
説
か
れ
る
地
蔵
寺
と
正
智
院
と
の
法
流
関

係
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、『
正
地
法
流
』
は
「
板
野
郡
矢
武
村
地
蔵
寺
之
儀
、
高
野

山
正
智
院
法
流
ニ

候
哉
」
と
い
う
お
尋
ね
に
対
し
て
、
玉
龍
が
西
弥
次
郎
宛
て
に
回
答
し
た
天

和
三
（
一
六
八
三
）
年
閏
五
月
の
文
書
（
覚
）「
御
尋
ニ

付
申
上
ル

覚
」
と
、
そ
れ
を
受
け
て
後

住
の
た
め
に
書
き
置
い
た
と
す
る
「
當
院
之
住
持
為
心
得
書
置
覚
」
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
御
尋
ニ

付
申
上
ル

覚
」
で
は
、
地
蔵
寺
は
正
智
院
の
末
寺
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
う
え

で
、
正
智
院
と
の
法
流
関
係
と
は
、
次
に
引
用
す
る
よ
う
に
、
正
智
院
か
ら
三
宝
院
実
賢
流
の

伝
授
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
る
（
注
16
）。

末
寺
と
法
流
と
差
別
在
之
哉
と
御
尋
被
成
候
、
末
寺
と
申
候
ハ
、
惣
而
寺
法
之
儀
、
本

寺
之
以
了
簡
執
行
仕
候
、
法
流
と
申
候
ハ
、
先
德
実
賢
之
一
流
を
正
智
院
方
�
傳
授
仕

迄
ニ

御
座
候
、
於
寺
法
之
義
ニ

者
、
只
今
迄
正
智
院
指
圖
を
請
申
事
、
少
も
無
御
座
候
、

以
上

さ
ら
に
「
當
院
之
住
持
為
心
得
書
置
覚
」
で
は
、
地
蔵
寺
と
正
智
院
と
の
由
緒
を
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。
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①
正
智
院
先
師
景
儀
ハ

蓬
庵
様
御
剃
髪
之
師
之
由
傳
承
候
、
右
之
依
恩
ニ

年
数
三
百
年

余
も
中
絶
之
儀
を
被
致
所
望
候
故
、
蓬
庵
様
�
由
緒
之
御
書
、
景
儀
方
と
當
院
先
師
宥

全
方
へ
被
爲
下
候
、
景
ハ
唯
今
之
正
智
院
秀
傳
�
四
代
跡
か
と
覚
申
候
、
宥
全
ハ
拙
僧

�
三
代
跡
な
り

②
景
儀
之
状
ニ

、
當
院
之
中
興
開
山
定
宥
法
印
ハ
、
正
院
之
先
師
快
雅
法
印
之
下
ニ

て
被
致

付
法
候
由
ニ

候
、
定
宥
ハ
拙
僧
よ
り
拾
壱
代
前
之
師
也
、
愚
僧
迄
之
年
数
凡
四
百
年
ニ

も

可
成
か
、
快
雅
ハ
何
代
先
と
云
ふ
事
を
不
知

③
景
儀
は
當
村
桑
内
と
云
ふ
所
之
人
也
、
當
院
之
先
師
宥
信
法
印
之
弟
子
也

先
ず
①
で
は
、
正
智
院
二
十
五
代
の
景
儀
（
義
）
は
蓬
庵
公
剃
髪
の
師
を
務
め
、
蓬
庵
公
か

ら
は
そ
の
由
緒
書
が
景
儀
と
宥
全
双
方
に
下
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
②
で
は
、
景

儀
の
状
に
、
地
蔵
寺
中
興
開
山
の
定
宥
が
、
正
智
院
十
二
世
の
快
雅
よ
り
法
流
を
伝
授
さ
れ
た

由
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
③
で
は
、
景
儀
が
阿
波
国
矢
武
村
の
桑
内
出

身
で
あ
り
、
地
蔵
寺
八
世
宥
信
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。

以
上
が
、
玉
龍
が
『
正
地
法
流
』
で
説
く
正
智
院
と
の
由
緒
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
地

蔵
寺
と
正
智
院
と
の
法
流
関
係
が
始
ま
っ
た
の
は
定
宥
の
こ
ろ
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地

蔵
寺
十
三
世
の
普
雄
の
著
し
た
折
紙
『（
仮
）
地
藏
寺
由
緒
書
』【E25‐110

・111

】
の
記
述

が
注
目
さ
れ
る
。
本
文
書
は
、
第
二
紙
【E25‐111

】
末
尾
に
「
住
持
普
雄

謹
白
」
と
署
名
さ
れ

る
。
第
一
紙
【E25‐110

】
の
前
に
は
も
う
一
紙
が
存
し
た
と
考
え
ら
れ
、
正
智
院
か
ら
の
文

書
の
途
中
か
ら
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
第
一
紙
と
第
二
紙
に
書
写
さ
れ
た
内
容
に
は
重
複
す
る

部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
別
々
に
著
さ
れ
た
文
書
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
第

一
紙
の
冒
頭
部
分
を
引
用
す
る
。

當
山
ニ

候
て
住
山
仕
、
碩
学
ニ

昇
進
仕
、
當
院
ニ

住
職
仕
候
、
其
上
、

家
康
公
様
御
懇
意
ニ

御
座
候
ヘ
ハ
、
沙
門
之
境
界
□
�
望
も
無
御
座
候
。
御
國
莊
嚴
院

先
住
定
快
と

申
僧
、
先
住
時
分
當
寺
ニ
而

実
賢
方
山
本
一
流
傳
授
仕
由
緒
御
座
候
間
、
向

後
、
板
西
莊
嚴
院
と

當
院
と

法
流
由
緒
之
御
書
奉
願
候
と

申
上
候
え
ハ
則
双
方
ヘ

御
書
被

下
置
候
□

蓬
庵
様
御
書
三
通

至
鎮
様
御
書
一
通

光
隆
様
御
書
一
通

綱
矩
様
御
書
一
通

頂
戴
仕
居
申
候

右
に
は
、
第
二
世
の
定
快
が
正
智
院
に
て
実
賢
方
山
本
一
流
を
伝
授
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
地

蔵
寺
と
正
智
院
と
が
法
流
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
御
書
を
願
い
出
た
と
あ
る
。『
正
地

法
流
』
の
い
う
よ
う
に
、
中
興
開
山
の
定
宥
の
伝
受
を
法
流
関
係
の
始
ま
り
と
す
る
の
か
、
第

二
世
の
定
快
の
伝
受
を
始
ま
り
と
す
る
の
か
、
捉
え
方
に
差
異
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す

る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
正
智
院
蔵
の
『
掌
中
明
鏡
抄
上
下
』（
第
三
箱
3
）
の
上
巻
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に

あ
る
（
注
17
）。

（
マ
マ
）

于
レ

時
文
安
二
年
丁（
乙
）

丑

三
月
廿
日
申
貝
之
時
剋
、
高
野
山
於
二

西
院
一

、
以
二

如
意
輪
寺
御

本
一

書
寫
畢
、
定
快

寶
徳
三
年
八
月
十
七
日
、
於
二

阿
州
地
藏
寺
華
嚴
院
一

、
定
快
法
印
御
本
書
寫
了
、
清
範

明
應
三
年
十
一
月
七
日
、
於
二

同
國
同
院
一

、
以
二

清
範
僧
都
御
本
一

書
寫
了
、
行
惠

文
安
二
（
一
四
四
五
）
年
三
月
、
高
野
山
西
院
に
て
、
如
意
輪
寺
の
『
掌
中
明
鏡
抄
』
を
定

快
が
書
写
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
宝
徳
三
（
一
四
五
一
）
年
八
月
に
は
、
阿
波
の
地
蔵
寺
華
厳

院
に
て
、
定
快
の
書
写
本
を
も
っ
て
清
範
が
書
写
し
、
さ
ら
に
明
応
三
（
一
四
九
四
）
年
十
一

月
に
、
同
じ
地
蔵
寺
華
厳
院
に
て
、
清
範
の
書
写
本
を
も
っ
て
行
恵
が
書
写
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
定
快
が
、
地
蔵
寺
二
世
の
定
快
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
な
い
が
、

そ
の
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
蔵
寺
で
書
写
さ
れ
た
文
献
が
転

写
を
経
て
正
智
院
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
、
地
蔵
寺
と
正
智
院
と
の
密
接
な
交
流
の
証
し
と

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、
地
蔵
寺
と
正
智
院
と
の
交
流
と
い
う
目
で
見
る
な
ら
ば
、
第
二
節
に
別
本
『
地
藏

寺
相
承
代
數
』
を
基
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
の
中
興
開
山
浄
幽
が
、
高
野
山
正
智
坊

の
道
範
に
両
部
灌
頂
を
受
け
、
金
剛
王
院
の
覚
済
か
ら
三
宝
院
流
実
賢
山
本
方
を
受
け
た
と
さ

れ
る
こ
と
も
交
流
を
示
す
一
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
幽
が
三
宝
院
実
賢
山
本
方
を
流
祖

で
あ
る
覚
済
か
ら
直
接
に
受
け
た
と
す
れ
ば
、
正
智
院
（
主
）
か
ら
の
伝
受
で
は
な
い
以
上
、

法
流
関
係
の
始
ま
り
で
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
が
、
正
智
院
六
代
の
道
範
を
師
と
し
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
正
智
院
と
の
関
わ
り
も
深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
正
智
院
蔵
の
『
声
字
実
相
義
聞
書
第
二
』
は
、
書
写
奥
書
に
次
の
よ
う
に
あ
り
（
注
18
）、

応

永
二
十
八
（
一
四
二
一
）
年
十
二
月
に
地
蔵
寺
の
談
義
所
に
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

于
レ

時
應
永
廿
八
年
極
月
八
日
、
阿
州
板
西
之
郡
上
庄
於
二

地
藏
寺
之
談
義
所
一

、
爲
二

末

代
興
隆
佛
法
之
一

、
如
レ

形
書
寫
畢

『
正
智
院
聖
教
目
録
』
に
よ
る
と
、
本
書
の
伝
領
記
と
し
て
表
紙
右
下
に
「
圓
海
之
」、
別

筆
に
て
「
正
智
院
本
」
と
あ
る
由
で
あ
る
。
こ
の
円
海
は
、『
地
藏
寺
相
承
代
數
』
に
記
載
さ

原 卓 志
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れ
る
「
上
座
觀
音
坊
圓
海
（
文
安
三
年
五
月
十
日
）」
に
あ
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
円
海

の
年
齢
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
安
三
（
一
四
四
六
）
年
五
月
に
没
す
る
十
五
年
以
前
に
地
蔵
寺

談
義
所
で
書
写
し
た
と
考
え
る
の
は
、
あ
な
が
ち
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。
本
書
が
正
智
院

に
蔵
さ
れ
る
に
至
っ
た
時
期
や
経
緯
は
定
か
で
は
な
く
、
円
海
が
直
接
に
正
智
院
に
持
ち
込
ん

だ
と
す
る
確
証
も
な
い
が
、地
蔵
寺
と
正
智
院
と
の
交
流
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
地
蔵
寺
と
正
智
院
の
法
流
関
係
の
始
ま
り
を
ど
の
住
職
の
代
と
捉
え
る
の

か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
る
が
、
そ
の
交
流
関
係
は
古
く
鎌
倉
時
代
に
ま
で
遡
っ
て
存
在
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
世
か
ら
近
世
初
頭
の
住
職
の

事
績
や
修
学
実
態
に
つ
い
て
は
、
地
蔵
寺
内
外
の
聖
教
・
古
文
書
の
調
査
と
分
析
に
委
ね
ら
れ

た
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

む
す
び

現
在
の
地
蔵
寺
に
は
数
多
く
の
典
籍
・
文
書
類
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
ほ
ぼ
蜂
須

賀
入
部
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
戦
国
末
期
の
兵
火
に
よ
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
中
世
か
ら
近
世
初
頭
の
地
蔵
寺
住
職
の
修
学
実
態
・
教

授
実
態
を
伺
う
こ
と
の
で
き
る
資
料
を
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
内
に
見
出
す
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ

る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
困
難
の
中
で
拾
う
こ
と
の
で
き
た
資
料
を
用
い
て
、
中
世
・
近

世
初
頭
の
住
職
に
つ
い
て
整
理
を
試
み
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
付
け
加
え
ら
れ
た
知
見
は
ほ
ん
の
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

問
題
の
解
明
に
は
、
地
蔵
寺
所
蔵
文
献
の
更
な
る
分
析
と
と
も
に
、
正
智
院
を
は
じ
め
と
す

る
地
蔵
寺
外
の
寺
院
に
所
蔵
さ
れ
る
文
献
を
広
く
調
査
・
分
析
す
る
と
い
う
作
業
が
必
要
と
な

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
各
時
代
に
地
蔵
寺
と
交
流
の
あ
っ
た
数
多
く
の
寺
院
に
お
け
る
所
蔵
文

献
の
悉
皆
調
査
と
所
蔵
文
献
の
全
体
を
見
渡
す
こ
と
の
で
き
る
目
録
の
作
成
が
目
指
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
所
蔵
文
献
の
翻
刻
、
画
像
公
開
が
待
ち
望
ま
れ
る
。

注

（
1
）
徳
島
県
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
公
開
画
像
に
よ
る
。
た
だ
し
、
句
読
点
は
引

用
者
に
よ
る
。

（
2
）『
四
國
徧
禮
道
指
南
』
稲
田
道
彦
訳
注
、
二
〇
一
五
年
八
月
、
講
談
社
。

（
3
）
徳
島
県
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
に
よ
る
。

（
4
）
一
七
世
紀
の
地
蔵
堂
の
位
置
、
地
蔵
堂
の
移
転
に
つ
い
て
は
、『「
四
国
八
十
八
箇
所
霊

場
と
遍
路
道
」
調
査
報
告
書
12

無
尽
山
荘
厳
院
地
蔵
寺
』（
二
〇
一
九
年
三
月
、
徳
島

県
、
徳
島
県
教
育
委
員
会
）、
一
三
頁
参
照
。

（
5
）「
當
院
中
興
開
山
之
事
」
で
は
「
三
千
坊
の
門
首
」
と
あ
る
が
、
第
十
三
世
の
普
雄
が

著
し
た
『（
仮
）
地
蔵
寺
由
緒
書
』【E25‐110

】
で
は
「
當
寺
昔
シ

繁
昌
之
時
者
、
三
百

坊
之
門
首
ニ

而
、
備
前
、
播
磨
惣
而
四
國
之
内
ニ

末
寺
多
御
座
候
由
」
と
さ
れ
る
。

（
6
）『
徳
島
県
史
』
第
二
巻
、
徳
島
県
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
六
六
年
三
月
、
徳
島
県
。

（
7
）
注
（
6
）
文
献
、
三
五
六
〜
三
五
七
頁
。

（
8
）
注
（
6
）
文
献
、
二
四
八
〜
二
四
九
頁
。
ま
た
、『
古
城
諸
将
記
』（『
阿
波
国
徴
古
雜

抄
巻
七
』
所
収
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
矢
野
城

◎
矢
野
駿
河
守

橘
氏
、
紋
カ
タ
ハ
ミ
、
三
百
貫
、

岩
倉
ニ
テ
鐵
炮
ニ
中
ル
、
矢
野
右
馬
亮
十
五
代
ノ
末
葉
也
、

（
9
）『
古
城
諸
将
記
』（『
阿
波
国
徴
古
雜
抄
巻
七
』
所
収
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
撫
養
土
佐
泊
船
師

森
志
摩
守

八
幡
太
郎
義
家
之
末
葉
森
六
郎
之
後
也
、
三
好
家
滅
亡
之
後
、
蜂
須
賀
君
ニ

歸

順
、
天
正
十
三
年
、
森
甚
五
兵
衛
村
重
、
名
東
郡
津
田
浦
ニ
移
住
ス
、
其
後
那

賀
郡
椿
泊
ニ

轉
居

（
10
）
注
（
4
）
文
献
、
七
六
〜
八
〇
頁
参
照
。

（
11
）
注
（
4
）
文
献
、「
附
章
1

地
蔵
寺
所
蔵
の
文
書
・
史
料
翻
刻
」【
史
料
2
】﹇K4‐

5‐8

﹈
参
照
。
ま
た
、
同
書
一
一
頁
参
照
。

（
12
）
注
（
4
）
文
献
、
七
四
〜
七
五
頁
。
護
摩
堂
﹇
位
牌A21

﹈
参
照
。

（
13
）『
密
教
大
辞
典
』（
一
九
八
三
年
二
月
、
縮
刷
版
、
法
蔵
館
）
参
照
。

（
14
）
注
（
13
）
文
献
参
照
。

（
15
）
注
（
4
）
文
献
、
一
二
〜
一
三
頁
。

（
16
）『
高
野
山
正
智
院
経
蔵
史
料
集
成
三
正
智
院
聖
教
目
録
下
巻
』（
二
〇
〇
七
年
三
月
、
吉

川
弘
文
館
）
に
よ
る
と
、『
正
地
法
流
』
は
正
智
院
に
も
現
存
し
て
い
る
（
四
六
二
頁
）。

山
本
信
吉
氏
は
解
説
で「
地
蔵
寺
が
高
野
山
正
智
院
の
末
寺
で
あ
る
由
来
を
記
し
て
い
る
」

と
さ
れ
る
が
不
審
で
あ
る
。
ま
た
、
正
智
院
住
職
景
義
が
地
蔵
寺
先
師
宥
仰
の
弟
子
で
あ

る
と
さ
れ
る
が
、「
宥
仰
」
は
「
宥
信
」
で
あ
ろ
う
か
。
原
本
に
よ
っ
て
確
か
め
る
必
要

が
あ
る
。

（
17
）『
高
野
山
正
智
院
経
蔵
史
料
集
成
二

正
智
院
聖
教
目
録
上
巻
』（
二
〇
〇
六
年
三
月
、

吉
川
弘
文
館
）、
二
八
三
頁
。
引
用
に
あ
た
っ
て
表
記
を
一
部
改
編
し
た
。
正
智
院
に
は

書
写
の
伝
来
を
異
に
す
る
別
本
の
『
掌
中
明
鏡
抄
上
下
』（
第
三
箱
4
）
も
蔵
さ
れ
て
い

る
が
、
奥
書
部
分
は
若
干
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。

無尽山地蔵寺住職に関する覚え書き ――中世から近世初頭の住職を中心に――
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（
18
）
注
（
17
）
文
献
、
一
三
一
頁
。
引
用
に
あ
た
っ
て
表
記
を
一
部
改
変
し
た
。
な
お
、
本

書
は
、
地
蔵
寺
の
初
見
文
献
と
し
て
『
報
告
書
12
』（
一
〇
頁
）
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。

【
附
記
】
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
無
尽
山
地
蔵
寺
住
職

岡
本
慈
勝
様
に
は
貴
重
な
文
献

の
調
査
閲
覧
を
お
許
し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
翻
刻
の
お
許
し
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

地
蔵
寺
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
は
長
期
に
わ
た
る
調
査
期
間
を
通
し
て
、
常
に
温
か
い
ご

支
援
と
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
鳴
門
教
育
大
学
准
教
授
町
田
哲
氏
に
は
様
々

な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
喜
多
容
子
氏
に
も
懇
切
な
ご
支
援
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
衷

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
本
研
究
は
、JSPS
科
研
費JP17

K02778

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

無
尽
山
地
蔵
寺
所
蔵
由
来
書
等

翻
刻
本
文

翻
刻
凡
例

無
尽
山
地
蔵
寺
所
蔵
の
由
来
書
等
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
、
原
本
に
で
き
る
だ
け
忠
実
に

翻
刻
す
る
よ
う
努
め
た
が
、
読
解
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
、
私
に
読
点
等
を
施
し
た
ほ
か
、
以

下
の
よ
う
な
操
作
を
行
っ
た
。

一
、
翻
刻
本
文
の
前
に
、
各
資
料
の
簡
略
な
書
誌
情
報
を
付
し
た
。

一
、
表
紙
、
お
よ
び
各
丁（
半
丁
毎
）の
境
目
、
文
書
の
表
・
裏
の
境
目
を
点
線
で
示
し
た
。

一
、
行
ど
り
に
つ
い
て
は
、
原
本
ど
お
り
に
行
っ
た
。
た
だ
し
、
割
書
き
は
、
割
書
部
分
を

〔

〕
で
包
み
、
本
行
に
組
み
入
れ
た
。
こ
の
場
合
、
割
書
内
の
改
行
部
分
を
／
で
示
し

た
。

一
、
文
字
の
大
小
に
つ
い
て
は
、
区
別
し
て
翻
字
し
た
。

一
、
誤
写
・
誤
字
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、
右
傍
に
正
し
い
と
思
わ
れ
る

文
字
を
（

）
に
包
ん
で
示
し
た
ほ
か
、（
マ
マ
）
と
付
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
疑

問
が
残
る
文
字
に
つ
い
て
は
（
？
）
を
付
し
た
。

一
、
虫
損
、
あ
る
い
は
く
ず
し
の
問
題
で
、
判
読
し
が
た
い
文
字
は
□
で
示
し
た
。

一
、
各
資
料
の
末
に
（
注
）
と
し
て
、
翻
刻
に
関
わ
る
メ
モ
を
付
し
た
。

【E24‐43

】『
當
院
神
薬
之
因
縁
・
當
院
中
興
開
山
之
事
』

〈
外
題
〉（
表
紙
ナ
シ
）

〈
内
題
〉
㋐
當
院
神
薬
之
因
縁

㋑
當
院
中
興
開
山
之
事

〈
尾
題
〉（
ナ
シ
）

〈
体
裁
・
法
量
等
〉

江
戸
時
代
写

二
七
・
九
×
四
一
・
四
糎（
第
二
紙
）

界
線
ナ
シ

一
紙
二
六
行（
第
二
紙
）

五
紙

表
紙
欠

〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）

當
院
神
藥
之
因
縁

萬
病
圓
の
因
縁
ハ
、
當
院
の
師
�
口
説
に
し
て
翰
墨
に
乘
る

事
な
し
、
予
是
を
お
も
ふ
に
、
其
深
意
知
か
た
し
、
然
り
と
い
へ
と
も

先
達
て
當
體
を
お
も
ふ
に
、
命
の
葉
ハ
朝
露
の
こ
と
し
、
日
光
能
く

消
除
す
、
又
世
人
を
見
る
に
、
病
患
競
い
口
を
閉
て
横
死
し
、
疾
惱

盛
に
し
て
、
正
心
混
乱
す
る
人
多
し
、
予
、
中
夏
の
こ
ろ
病
心
漸
重

に
し
て
、
依
身
疲
勞
す
、
然
り
と
い
へ
と
も
正
心
違
す
る
事
な
く

月
を
へ
て
、
疾
惱
漸
く
治
す
る
の
日
、
師
�
の
素
意
に
違
す
る
事

を
厭
す
、
命
葉
の
落
ち
易
き
を
恐
て
、
先
師
の
口
説
を
拙
詞
に

乘
て
後
葉
に
傳
ん
事
を
お
も
ふ

夫
、
當
院
中
興
開
山
定
宥
法
印
は
、
福
智
の
二
嚴
を
兼

備
し
、
道
徳
仰
は
い
よ
�
�
高
く
、
鑽
は
い
よ
�
�
堅
し
、
故
に
其

名
國
に
弥
布
せ
り
、
時
の
天
子
、
熊
野
權
現
の
宮
殿
を
再

營
御
座
し
、
神
を
し
て
新
社
に
移
し
奉
る
時
、
道
徳
周

備
す
る
沙
門
を
求
る
に
、
定
宥
の
陰
徳
忽
に
顯
て
、
其

名
又
北
闕
に
鳴
る
、
帝
定
宥
を
撰
て
遷
宮
の
導
師
と
す
、

定
宥
彼
山
に
至
て
、
兩
月
を
へ
て
遷
宮
首
尾
し

阿
國
の
本
院
に
歸
る
、
其
夜
延
命
菩
薩
、
定
宥
に

告
て
曰
、
我
ハ
こ
れ
五
濁
悪
世
の
能
化
な
り
、
□
化
自
在
に

し
て
群
生
を
利
す
、
殊
に
我
に
秘
奥
の
徳
あ
り
、
是

則
勝
軍
の
利
用
な
り
、
故
に
号
し
て
勝
軍
地
藏

原 卓 志
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菩
薩
と
い
へ
り
、
我
を
念
す
る
輩
は
事
に
觸
て

勝
軍
の
用
を
施
し
、
武
運
の
祈
る
人
は
猶
長
久
な
ら

し
め
、
諍
論
に
依
て
願
あ
ら
ん
人
に
ハ
又
利
を
施
さ
ん
、

我
か
誓
を
知
ら
す
や
、
内
に
は
菩
提
の
旗
を
擧
て
、

煩
悩
の
敵
陣
を
退
け
、
外
に
は
不
退
の
船
に
乘
し
て
、

沈
空
の
溺
子
を
導
く
、
又
告
て
曰
、
六
道
能
化
の
像
を

き
ざ
ん
て
、
今
此
勝
軍
の
容
を
彼
の
像
の
御
く
し
に
彫

り
入
、
衆
人
に
歸
敬
せ
し
め
よ
、
然
ら
は
所
願
猶
成
就

せ
ん
、
其
し
る
し
、
必
明
日
に
あ
ら
ん
と
い
つ
て
、
失
ぬ
、

其
次
の
朝
、
定
宥
延
命
菩
薩
の
寶
前
に
至
て
、

禮
拝
し
讀
經
す
る
に
、
非
常
の
山
伏
一
人
、
忽
然
と

し
て
來
現
す
、
定
宥
問
曰
、
汝
何
地
よ
り
來
る
そ
、

山
伏
の
曰
、
我
ハ
こ
れ
熊
野
山
よ
り
來
る
神
使
な
り
、

三
社
の
社
頭
造
營
の
功
、
尤
も
汝
が
道
徳
に
あ
り
と
い
つ

て
、
一
ツ
の
封
せ
る
物
を
い
た
し
置
、
院
外
へ
出
て
上
天
し

去
ぬ
、
定
宥
彼
飛
跡
を
拝
し
静
に
見
る
に
、
東
ゑ

飛
行
す
、
定
宥
當
飛
跡
を
再
拝
�
�
し
、
院
に

歸
て
、
彼
の
封
せ
る
物
を
見
る
に
、
今
の
萬
病
圓
の
藥

方
な
り
、
定
宥
是
を
調
合
し
て
衆
人
に
与
る
に
、
願
に

隨
て
、
病
患
を
治
す
る
事
、
喩
ハ
大
聖
世
尊
の
機
に
應
し

て
教
を
し
め
し
、
心
垢
を
洗
ふ
に
ひ
と
し
、
此
時
よ
り

今
世
に
い
た
る
ま
て
、
貴
と
な
く
賤
と
な
く
、
是
を
尊
ひ

是
を
信
て
、
萬
病
を
治
す
、
永
�
末
代
に
至
ま
て
、
招

か
さ
る
に
衆
人
來
り
、
求
さ
る
に
錢
財
を
な
け
う
つ

て
、
萬
病
圓
を
求
る
事
、
是
偏
に
神
藥
の
し
か
ら

し
む
る
所
か
、
將
タ

勝
軍
地
藏
の
功
用
か
、
師
�
傳
へ
□

に
は
、
村
を
矢
武
と
い
へ
る
も
、
勝
軍
地
藏
安
置
の
地
に
依

て
し
か
い
ふ
と
傳
へ
り
、

予
拙
才
を
以
て
翰
墨
に
記
て
資
に
傳
る
事
、
定
宥
・

定
快
・
宥
雅
・
宥
雄
・
宥
惠
・
快
宥
・
宥
義
・
宥
信
・
宥
全
・

宥
昇
の
深
意
に
背
く
へ
き
か
、
然
り
と
い
へ
と
も
、

予

お
も
ふ
に
、
後
の
今
を
見
ん
事
、
今
の
昔
を
見
る

か
こ
と
く
な
る
へ
き
事
を
思
ひ
、
又
お
も
ふ
に
我
れ

前
罪
を
知
事
な
し
、
古
業
に
依
て
閉
口
し
、

現
業
に
依
て
乱
意
せ
は
、
師
資
と
も
に
悔
と
も

い
か
ん
故
記
て
以
て
後
葉
に
傳
ん
と
お
も
ふ

當
院
中
興
開
山
之
事

當
院
の
中
興
開
山
を
定
宥
法
印
と
い
へ
り
、
然
る
に
定
宥
在

世
よ
り
今
世
に
い
た
る
ま
て
、
定
を
し
て
誰
子
誰
弟
と

い
ふ
事
を
知
る
人
な
し
、
唯
人
口
に
傳
へ
侍
へ
る（
？
）ハ

、
權
化
再

來
の
人
と
い
へ
り
、
定
四
國
順
禮
の
砌
り
、
地
藏
の
草
堂
に

信
宿
す
、
暁
天
に
お
よ
ひ
、
非
常
の
僧
來
て
、
定
に
告
て
曰
、

汝
此
地
に
草
庵
を
む
す
ひ
、
延
命
菩
薩
の
名
号
を
念

せ
は
、
願
に
順
い
望
に
應
し
て
寺
院
繁
茂
す
へ
し
と

い
つ
て
、
忽
然
と
し
て
失
ぬ
、
定
告
に
應
し
て
草
庵
を

む
す
ひ
、
一
二
の
と
し
を
ふ
る
に
、
定
が
陰
徳
自
然
に
顯
れ

て
、
願
望
函
蓋
相
應
し
、
近
邑
の
僧
侶
、
遠
嶋
の
緇
素

來
て
化
を
う
け
、
或
ハ
弟
と
な
り
、
或
ハ
末
寺
ト

な
る
事
、
か

そ
ふ
る
に
い
と
ま
あ
ら
す
、
誠
に
今
は
有
名
無
実
な
り

と
い
へ
と
も
、
三
千
坊
の
門
首
と
い
ふ
事
、
此
師
の
時
に
あ
り
、

定
宥
の
上
足
定
快
、
當
院
の
付
属
を
受
け
、
道
を
傳
へ

惑
い
を
と
く
事
、
定
宥
と
同
し
、
定
快
よ
り
宥
雅
・

宥
雄
・
宥
惠
・
快
宥
ま
て
五
代
、
微
少
に
法
減
あ
り
と

い
へ
と
も
、
往
昔
と
大
に
異
り
と
見
る
人
な
し
、
快
宥
の

後
を
宥
義
法
印
と
い
へ
り
、
智
行
兼
備
し
て
、
徳
四
方

に
高
し
、
是
に
依
て
播
州
の
赤
松
、
門
族
の
故
を
お
も
ひ
、

勝
軍
の
高
徳
を
慕
ひ
、
宥
義
法
印
を
崇
敬
し
、
百
僧

の
飯
を
施
し
、
三
好
又
屈
敬
し
て
、
寺
院
の
近
田
を
寄

附
す
る
事
、
赤
松
に
過
た
り
、
宥
義
在
世
の
終
り
、

土
州
の
主
、
兵
乱
し
て
神
社
を
亡
し
、
佛
閣
を
滅
す
、

當
院
其
隨
一
な
り
、
當
院
の
西
に
古
戦
場
あ
り
、
此
兵
乱

よ
り
當
院
の
法
燈
漸
く
お
と
ろ
ふ
と
い
へ
り
、
其
後

宥
義
草
庵
を
む
す
ひ
、
宥
信
法
印
に
付
属
す
、

宥
信
ハ
矢
野
駿
河
が
三
男
、
宥
義
か
甥
な
り
、

無尽山地蔵寺住職に関する覚え書き ――中世から近世初頭の住職を中心に――
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信
數
歳
寺
職
の
内
、
慶
長
年
中
に
大
地
震

し
て
、
寺
院
顛
倒
し
、
佛
物
霊
寶
悉
く
損

失
す
、
信
歎
て
草
堂
を
む
す
ひ
、
能
末
徒
を
化
す
、

天
下
戦
國
の
憂
尽
て
、
當
國
を
蓬
庵
公
御
正

税
の
地
に
さ
た
ま
り
、
信
が
徳
、
上
に
鳴
り
、
蓬
庵
公
、

信
を
め
し
て
持
明
院
の
寺
職
に
備
た
ま
ふ
、
耳
順

の
こ
ろ
持
明
院
を
退
て
、
井
土
寺
へ
陰
居
し
、
三
四
歳

を
ふ
る
、
此
時
名
西
・
名
東
の
末
寺
旧
由
を
離
る
ゝ
事

百
餘
ヶ
寺
、
信
が
後
宥
全
法
印
、
當
院
の
住
職
た
り
、

全
ハ
星
合
丹
後
が
肉
族
森
志
摩
守
が
類
親
た
り
、

全
が
時
、
蓬
庵
公
御
寄
附
の
地
下
野
庄
村
に
有
り
、
其
後

十
石
餘
を
院
廻
の
六
石
ニ
か
へ
ん
事
を
願
ひ
奉
る
に
、

義
傳
公
よ
り
御
寄
附
の
一
紙
を
い
た
ゝ
き
、
其
歳
の

慶
長
十
五
年
十
月
に
、
義
傳
公
當
院
へ
御
参
詣
御
座

し
、
十
石
餘
の
大
を
以
、
六
石
の
小
に
か
へ
ん
と
願
事
、
僧

意
に
か
の
ふ
よ
し
の
嘆
御
座
し
て
、
則
屋
敷
と
し
て

方
圖
書
を
御
寄
附
あ
り
ぬ
、
尤
方
圖
の
内
、
太
守
御
正

税
の
地
、
或
ハ
諸
士
の
拝
知
あ
り
、
是
ミ
な
御
寄
附
な
る

へ
き
所
に
、
宥
全
病
惱
に
お
か
さ
れ
、
公
席
に
出
る
事

か
た
し
、
然
所
に
大
坂
の
一
乱
發
て
、
上
に
訴
へ
奉
る

事
も
な
く
、
全
も
又
命
終
す
、
そ
れ
よ
り
以
來
訴
る

に
時
な
く
、
全
か
遺
弟
宥
昇
も
過
ぬ
、
昇
又
予
に

付
属
す
、
予
常
に
勝
軍
地
藏
の
法
を
行
て
は

太
守
の
御
武
運
長
久
を
願
ひ
、
普
賢
延
命
の
法
を

修
し
て
ハ
御
壽
命
長
遠
を
祈
り
、
兼
て
ハ
又
國
家
安
穏
、

衆
人
快
楽
、
寺
内
安
全
、
密
教
弘
通
、
法
燈
相
續
、
尽

未
來
際
、
有
情
非
情
平
等
利
益
、
是
旦
夕
の
所
願
也

【K4‐1‐2‐8

】『
無
盡
山
莊
嚴
院
地
蔵
寺
相
承
代
数
』

＊
『
報
告
書
12
』「
附
章
1

地
蔵
寺
所
蔵
の
文
書
・
史
料
翻
刻
」【
史
料
3
】（
三
〜

四
頁
）
に
翻
刻
あ
り
。

〈
題
〉
無
盡
山
莊
嚴
院
地
蔵
寺
相
承
代
数

〈
体
裁
・
法
量
等
〉

慶
長
十
二
（
一
六
〇
七
）
年
写

三
九
・
〇
×
五
二
・
八
糎

竪
紙
一
紙
（
本
文
紙
背
ニ
及
ブ
）

〈
奥
書
〉
右
実
賢
方
法
流
相
承
當
院
代
數
後
住
／
之
僧
へ

の
こ
す
も
の
也

慶
長
十
二
年
八
月
廿
五
日

蜂
塚
彦
右
衛
門
様
御
尋
ニ

付
書
付
ヲ

以
／
申
上
候
以
上

無
盡
山
莊
嚴
院
地
蔵
寺
相
承
代
数

開
山
淨
幽
大
和
尚
〔
弘
安
三
庚
申
九
月
廿
二
日
寂
滅
／
春
秋
九
十
八
歳
〕

上
座
奥
坊
信
源

正
和
五
丙
辰
天
十
月
五
日

上
座
蓮＊
1

華
院
尊
光

普
門
院
惠
良
師

上
座
北
坊
阿
遮
梨
純
淨

奥
坊
深
信

上
座
藤
坊
頼
深

康＊
2

永
二
未
六
月
廿
日

上
座
愛
染
院
寛
海

貞
治
二
癸
卯
七
月
朔
日
寂

上
座
禪
定
寺
眞
龍

應
永
元
年
九
月
八
日
滅

上
座
文
殊
院
俊
慶

應
永
二
年
十
一
月
廿
五
日
寂

上
座
愛
染
院
義
光

應
永
十
七
年
正
月
十
七
日

上
座
多
聞
院
永
順

應
永
三
十
壱
年
七
月
廿
八
日

上
座
摩
尼
院
道
光

永
享
九
年
十
一
月
三
日

上
座
觀
音
坊
圓
海

文
安
三
年
五
月
十
日

上
座
北
坊
宥
海

寛
正
元
年
十
二
月
晦
日

上
座
延
命
院
大
識

文
明
五
年
十
月
廿
三
日

上
座
摩
尼
院
寛
山

文
明
九
年
二
月
二
日

寛
山
阿
遮
梨
ま
で
ハ
輪
番
持
ニ

て
院
務
執
行
之
処
定
初
て

本
寺
職
ニ

任
大
衆
壱
統
和
合
し
け
る
な
ん

中
興
定
宥
僧
都

明
應
二
年
三
月
六
日
寂

法
印
定
快
上
人

文
亀
三
年
十
月
十
九
日

法
印
宥
雅
上
人

永
正
二
年
六
月
十
八
日

法
印
宥
雄
上
人

享
禄
四
年
卯
二
月
三
日

法
印
宥
惠
上
人

天
文
十
八
年
八
月
十
四
日

原 卓 志
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法
印
快
宥
上
人

天
正
元
酉
八
月
廿
七
日

法
印
宥
義
上
人

慶
長
三
年
二
月
十
五
日

法
印
宥
信
上
人

法
印
宥
全

右
実
賢
方
法
流
相
承
當
院
代
数
後
住

之
僧
へ

の
こ
す
も
の
也

慶
長
十
二
年
八
月
廿
五
日

蜂＊
3

塚
彦
右
衛
門
様
御
尋
ニ

付
書
付
ヲ

以
申
上
候
以
上

（
注
）
＊
1
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
蓮
乗
院
」
と
翻
刻
す
る
。

＊
2
…
「
正
和
五
丙
辰
」を
墨
消
し
て
右
傍
ら
に「
康
永
二
未
」を
書
き
入
れ
る
。

＊
3
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
蜂
須
賀
」
と
翻
刻
す
る
。

【
71
函
1
】（
題
未
詳
・
無
盡
山
縁
起
）
↓
別
本
『
無
盡
山
莊
嚴
院
地
蔵
寺
相
承
代
数
』

〈
外
題
〉（
表
紙
欠
）

〈
内
題
〉（
ナ
シ
）

〈
尾
題
〉（
ナ
シ
）

〈
体
裁
・
法
量
等
〉

江
戸
時
代
写

二
七
・
四
×
五
一
・
六
糎（
第
二
紙
）

巻
子
本

墨
界

一
紙
二
二
行（
第
二
紙
）

三
紙

表
紙
欠

〈
奥
書
〉（
ナ
シ
）

無
盡
山
莊
嚴
精
舎
地
藏
寺
、
空
海
大
和
尚
開
基

中
興
開
山
淨
幽
大
和
尚
、

或
云
傳
燈
大
法
師
空
賢
、

付
法
三
人
、
信
源
・
尊
光
・
探
玄
、
後
宇
多
御
宇
、
坐
事
出
家
、
住

東
大
寺
、
習
学
法
門
、
高
野
山
正
智
坊
道
範
阿
遮
梨
受
兩
部

灌
頂
、
再
重
遇
山
本

金
剛
王
院
覚
濟
僧
正
、
受

實
賢
僧
正
法
流
、
傳

云
淨
幽
平
城
姓
、
元
有
出
塵
之
志
、
爲
沙
門
居
東
大
寺
、
性

東
大
寺
歟

敏
志
氣
宏
邁
、
学
渉
内
外
習
三
論
龍
偏
稟
密
教
道
範
、
既

而
得
阿
遮
梨
位
、
勤
教
授
、

錫
渡
四
國
、
止
錫
當
山
、
弘
法
尽
信

高
名
聞
隣
国
、
附
法
第（
弟
）子
四
千
、
末
寺
及
中
国
□

淨
幽
大
和
尚

弘
安
三
庚
申
九
月
廿
二
日
行
年
九
十
八
歳

奥
坊
信
源
大
阿
遮
梨
法
印

正
和
五
丙
辰
天
十
月
五
日
寂

上
座
蓮
花
院
尊
光

玉
泉
律
師

安
龍
僧
都

上
座
普
門
院
惠
良

義
達
權
律
師

上
座
北
坊
純
淨
阿
遮
梨

阿
遮
梨
宥
山
御
房

奥
坊
深
信
法
印
閑
主

大
谷
坊
頼
實

圓
空

上
座
藤
坊
頼
深

康
永
未
六
月
廿
日

上
座
愛
染
院
寛
海

貞
治
癸
卯
七
月
朔
日

上
座
禪
定
院
眞
龍

應
永
元
九
月
八
日

上
座
文
殊
院
俊
慶

應
永
十
七
年
正
月
十
七
日

上
座
愛
染
院
義
光

應
永
二
年
十
一
月
廿
五
日

上
座
多
聞
院
永
順

應
永
三
十
一
年
七
月
廿
八
日

上
座
摩
尼
院
道
光

永
享
九
年
十
一
月
三
日

上
座
觀
音
坊
圓
海

文
安
三
年
五
月
十
日

上
座
北
坊
宥
海

寛
正
元
年
十
二
月
晦
日

上
座
延
命
院
大
識

文
明
五
年
十
月
廿
三
日

上
座
摩
尼
院
寛
山

文
明
九
年
二
月
二
日

中
興
定
宥
僧
正

明
應（
？
）三年
三
月
六
日

法
印
定
快
上
人

文
亀
三
年
十
月
十
九
日

法
印
宥

雅
上
人

永
正
二
年
六
月
十
八
日

法
印
宥
雄
上
人

享
禄
四
年
二
月
三
日

法
印
宥
意＊

上
人

天
文
十
八
年
八
月
十
四
日

法
印
快
宥
上
人

天
正
元
酉
年
八
月
廿
七
日

法
印
宥
義
上
人

慶
長
三
年
二
月
十
五
日

（
注
）
＊
…
「
宥
意
」
は
「
宥
惠
」
の
誤
写
か
。
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【
71
函
2
】『
無
盡
山
莊
嚴
院
地
藏
密
寺
記
』

〈
外
題
〉（
表
紙
欠
）

〈
内
題
〉
無
盡
山
莊
嚴
院
地
藏
密
寺
記

〈
尾
題
〉（
ナ
シ
）

〈
体
裁
・
法
量
等
〉

江
戸
時
代
写

三
三
・
二
×
四
八
・
八
糎（
第
二
紙
）

巻
子
本

上
下
金
界

一
紙
一
七
行（
第
二
紙
）

六
紙

表
紙
欠

〈
奥
書
〉
時
／
正
徳
第
五
歳
在
乙
未
佛
誕
生
之
日
／
傳
密
乘
沙
門
現
住
普
雄

謹
誌

＊
中
興
十
三
代
普
雄
の
作
。
普
雄
は
寛
保
三
（
一
七
四
三
）
年
寂
。

無
盡
山
莊
嚴
院
地
藏
密
寺
記

阿
波
州
無
盡
山
莊
嚴
院
地
藏
寺
者
、

三
地
索
多
草
剏
之
梵
刹
、
五
部
瑜
伽

秘
傳
之
靈
場
也
、
前
有
不
盡
之
長
江
、
後

有
不
騫
之
高
山
、
可
以
濯
煩
悩
之
垢
、
可
以

現
清
淨
之
想
、
嗚
呼
嗚
呼
、
惟
新
之
妙
應

盈
溢
乎
耳
目
、
勿
照
之
慈
煦
衣
被
乎
艸
木
、

是
故
、
佛
殿
・
寶
塔
・
山
門
・
方
丈
・
庫
房
・
浴
室
・

經
藏
・
學
寮
、
莫
不
悉
備
、
本
堂
所
安
之

地
藏
菩
薩
者
、
高
祖
大
師
手
雕

之
尊
藏
而
、
令
満
衆
生
隨
類
之

殊
願
也
、
又

天
照
皇
大
神
、
諏
訪
大
明
神
、
併
辯
才

天
女
各
有
祠
廟
、
以
爲
護
法
善
神

可
謂
無
盡
法
燈
而
莊
嚴
佛
地
矣
、

加
以
歴
代
、

帝
王
将
軍
尊
崇
之
四
来
、
道
俗
男
女

渇
仰
之
烏

、
法
門
盛
事
莫
大
於
此

〔
傳
説
往
昔
有

嵯
峨
帝
、
淳
和
帝
、
仁
明
帝
之
詔
書
而
今
亡
矣
／
又
有
頼
朝
、
頼
家
、

實
朝
三
将
軍
渇
仰
之
説
〕

後
宇
多
帝
御
宇
、
勅
當
寺
住
持
定
宥
者
修

紀
伊
州
熊
野
神
遷
座
之
祭
事
、
因
定
宥
夢
神

神
告
曰
、
汝
歸
錫
之
後
、
當
雕
地
藏
尊
而
以

弘
法
大
師
所
雕
之
小
地
藏
尊
像
、
納
諸
汝
所

雕
之
大
地
藏
尊
像
胸
中
、
又
雕
彌
陀
、
藥
師
二

尊
像
、
今
其
授
汝
以
薬
方
一
道
而
救
衆
生

所
苦
之
疾
、
定
宥
歸
院
之
日
、
像
自
雕
之

藥
手
製
之
、
像
以
有
靈
、
藥
以
有
驗
、
又（
祭
カ
）

□

熊
野
三
山
之
神
而
、
以
衛
護
佛
法
、
雖

然
、
星
移
物
換
而
、
許
大
伽
藍
罹
乎
兵

燹
之
災
、
自
是
以
来
梵
房
簡
而
佛
制

略
焉
、
幸
有

邦
君
蓬
庵
源
侯
来
過

此
地
、
因
經
営
堂
殿
割
膏
腴
之
地
、
以

爲
僧
糧
、

其
嗣
君
阿
波
淡
路
二
州
刺
史

至
鎮
源
侯
、
歸
依
當
寺
地
藏
薩
埵
而

賜
墨
印
、
除
二
萬
八
千
八
百
歩
之
租
税
及

課
役
、
其
来
住
持
玉
龍
者
盡
力
乎
興
復
、

是
以
數
歳
之
間
堂
宇
漸
成
、
又
有
住
持

龍
辨
者

鴻
鐘
、
修
建
門
牆
、
元
禄

丁
丑
之
冬
、
本
房
西
北
夜
�
異
光
、
龍
辨
使

人
堀
其
放
光
之
處
、
堀
得
如
意
輪
観
音

金
像
一
寸
八
分
者
、
龍
辨
歓
喜
踊
躍
、
因
令

佛
工
雕
如
意
輪
木
像
而
、
納
金
像
於
木
像

胸
間
、
其
他
口
碑
所
傳
有
將
信
將
疑
之

惑
、
故
不
盡
記
之
、
余

自
住
當
寺
達
事
於

公
廰
改
爲
佛
殿
、
又
修
造
護
摩
堂
、
十
王

堂
、
寶
庫
、
長
廊
、
中
門
及
観
音
堂
、
祖
師

影
堂
、
鎮
護
神
祠
、
嗟
若
末
法
之
法
日
傾
、
信
心

之
心
月
虧
、
是
以
口
碑
失
傳
華
説
亂
真

故
、
余

忘
其
不
文
録
其

概
仰
冀
佛
日

増
輝
、
風
雨
順
時
、
國
家
豊
饒
、
法
輪
常
轉
、

於
是
乎
記
、

時

正
徳
第
五
歳
在
乙
未
佛
誕
生
之
日

傳
密
乘
沙
門
現
住
普
雄

謹
誌
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當
寺
靈
寶
畫
像
木
像
等
附
録

一
墨
繪
觀
音
一
幅

牧
溪

一
鷺
蓮
二
幅

雪
舟

一
觀
音
一
幅

仝

一
五
大
尊
一
幅

弘
法
大
師

一
金
剛
界
一
幅

覺
鑁
上
人

一
胎
藏
界
一
幅

仝

一
三
千
佛
三
幅

増
吽

一
十
二
天
十
二
幅

仝

一
大
師
明
神
一
幅

仝

一
普
賢
延
命
一
幅

弘
法
大
師

一
不
動
明
王
一
幅

仝

一
愛
染
明
王
一
幅

仝

一
三
寶
荒
神
一
幅

仝

一
釋
迦
三
尊
一
幅

小
野
篁

一
地
藏
尊
一
幅

行
基
菩
薩

一
説
法
圖
像
一
幅

唐
筆

一
大
般
若
十
六
善
神
一
幅

仝

一
涅
槃
像
一
幅

兆
典
主

一
天
神
一
幅
〔
徳
嶌
／
青
山
氏
〕
一
御
筆
般
若
心
經
一
巻

一
大
般
若
經
六
百
軸

木
像
部

一
地
藏
菩
薩

〔
弘
法
大
師
御
作
勝
軍
尊
依
神
夢
／
入
今
像
中
〕

一
弥
陀
如
來

定
宥

一
藥
師
如
來

仝

一
迦
羅
陀
山
地
藏

惠
心

一
不
動
明
王

弘
法

一
愛
染
明
王

仝

一
如
意
輪
觀
音

寺
内
堀
出

一
持
國
天

運
慶

一
多
聞
天

仝

一
毘
沙
門
天

弘
法

一
焔
魔
王
十
王
十
體

一
聖
徳
太
子

一
弘
法
大
師
御
影
二
軀

【E24‐20

】『
正
地
法
流
』

＊
『
報
告
書
12
』「
附
章
1

地
蔵
寺
所
蔵
の
文
書
・
史
料
翻
刻
」【
史
料
67
】（
二
三

〜
二
四
頁
）
に
翻
刻
あ
り
。

〈
外
題
〉
正
地
法
流

〈
内
題
〉
㋐
御
尋
ニ

付
申
上
ル

覚

㋑
當
院
之
住
持
為
心
得
書
置
覚

〈
尾
題
〉（
ナ
シ
）

〈
体
裁
・
法
量
等
〉

天
和
三
（
一
六
八
三
）
年
頃
写

二
八
・
二
×
二
〇
・
一
糎

仮
綴

界
線
ナ
シ

一
頁
六
行

八
丁

共
紙
表
紙

〈
奥
書
〉
天
和
三
年
亥
ノ

閏
五
月
廿
三
日
矢
武
村

地
蔵
寺

西
弥
次
郎
殿

（「
御
尋
ニ

付
申
上
ル

覚
」
末
）

爲
後
世
如
斯
致
置
候
、
拙
僧
直
筆
ニ

而
書
置
可

可
申
所
存
候
へ
共
、
普
請（
？
）

無
之
故
、
先
爲
令
無

失
念
以
他
筆
書
置
候
、
重
而
書
直
可
申
覚
悟
也

玉
龍
（
花
押
）

（「
當
院
之
住
持
為
心
得
書
置
覚
」
末
）

〈
墨
書
〉「
莊
嚴
院
／
玉
龍
」（
表
紙
）

【
表
紙
】

莊
嚴
院

玉
龍

正
地
法
流
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御
尋
ニ

付
申
上
ル

覚

一
板
野
郡
矢
武
村
地
蔵
寺
之
儀
、
高
野
山
正
智
院

法
流
ニ

候
哉
と
御
尋
被
成
候
、
如
何
ニ
も

正
智
院
法

流
ニ

而
御
座
候
、
從

蓬
庵
様
其
趣
之

御
書
、

正
智
院
并

當＊
1

寺
三
代
以
前
之
住
持
宥
全
方
へ

被
下
置
候
、

至
鎭
様
・
忠
英
様
御
兩
代
ニ

者

正
智
院
方
へ
も

地
蔵
寺
へ
も

御
書
不
被
成
下
候
、

光
隆
様
御
代
ニ

正
智
院
并

當
寺
先
住
宥
昇

方
へ

御
書
被
下
置
候
、
右

御
書
御
兩
通
共

寫
仕
指
上
申
候

一
地
蔵
寺
儀
、
正
智
院
末
寺
と
申
義
ニ

て
ハ
全
無

御
座
候
、

御
兩
殿
様
御
書
面
之
通
、
法
流
と
申

迄
ニ

て
御
座
候
、
萬
一
正
智
院
當
院
を

末
寺
と
被

心
得
候
へ
ハ
、
拙
僧
ハ
不
及
申
、
當
寺
之
末
寺
五

拾
ケ

寺
ニ

及
出
家
共
、
別
而
迷
惑
仕
候

一
末
寺
と
法
流
と
差
別
在
之
哉
と
御
尋
被

成
候
、
末
寺
と
申
候
ハ
、
惣
而
寺
法
之
儀
、
本
寺
之

以
了
簡
執
行
仕
候
、
法
流
と
申
候
ハ
、
先
德
実
賢

之
一
流
を
正
智
院
方
�
傳
授
仕
迄
ニ

御
座
候
、

於
寺
法
之
義
ニ

者
、
只
今
迄
正
智
院
指
圖
を

請
申
事
、
少
も
無
御
座
候
、
以
上

天
和
三
年
亥
ノ

閏
五
月
廿
三
日
矢
武
村

地
蔵
寺

西
弥
次
郎
殿

當
院
之
住
持
為
心
得
書
置
覚

玉
龍

一
正
智
院
と
當
寺
と
由
緒
之
一
儀
ニ

付
、
當
夏

御
會
所
ヘ

被
召
寄
、
先
年
之
筋
目
郡
御
奉
行

西
弥
次
郎
殿
御
尋
在
之
、
拙
僧
口
上
書
い
た
し

指
上
候
、
則
天
和
三
癸

亥

閏
五
月
廿
三
日
な
り
、

今
年
ハ
、

殿
様
御
在
江
戸
ニ

て
御
座
候
故
、
右
之

口
上
書
御
頭
人
よ
り
江
戸
へ

御
指
越
被
遊
候
、

正
智
院
も

在
江
戸
ニ

て
在
之
候
故
、
當
院
由
緒
之

儀
長
谷
川
主
計
殿
江

被
相
頼

淡
路
守
様
御

書
、
正
院
と
當
寺
と
へ

被
為
下
候
、
右
之
口
上
書
ニ

末
寺

と
由
緒
と
之
簡
別
委
細
ニ

申
上
、
主
計
殿
被
為
入
御
念

正
智
院
ヘ

御
状
被
遣
、
返
事
御
取
被
成
候
、
當
國
御
仕
置

主
水
殿
�
正
智
院
之
返
事
御
取
寄
被
遊
、
并

主
計
殿
�
主
水
殿
へ

被
遂
御
状
、
拙
僧
ニ

御
見
せ

被
遊
候
、

就
夫
拙
僧
存
寄
ハ
、
末
�
當
院
之
證
據
に
も

可
成
と
存
、
乍
慮
外
致
懇
望
候
へ
ハ
、
被
為
聞
召
分
、

御
書
頂
戴
之
外
ニ

右
之
兩
通
被
懸
御
意
候

一
正
智
院
先
師
景
儀
ハ

蓬
庵
様
御
剃
髪

之
師
之
由
傳
承
候
、
右
之
依
恩
ニ

年
数
三
百

年
余
も
中
絶
之
儀
を
被
致
所
望
候
故
、

蓬
庵
様
�
由
緒
之
御
書
、
景
儀
方
と
當
院

先
師
宥
全
方
へ
被
爲
下
候
、
景
ハ
唯
今
之

正
智
院
秀
傳
�
四
代
跡＊
2

か
と
覚
申
候
、
宥
全
ハ

拙
僧
�
三
代
跡
な
り

一
景
儀
之
状
、
當
院
ニ

在
之
候
、
拙
僧
住
山
之
砌
、
見

及
候
は
弁
天
講
之
式
、
正
院
ニ

在
之
、
其
外
之

手
跡
も
可＊
3

在
之
か
と
存
候
、
但
シ

式
ハ
正
院
炎＊
4

焼
之

節
亡
失
い＊
5

た
し
候
や
不
存
候
、
末
之
事

必
心
を
得
へ
し

一
景
儀
之
状
ニ

、
當
院
之
中
興
開
山
定
宥

法
印
ハ
、
正
院
之
先
師
快
雅
法
印
之
下
ニ

て

被
致
付
法
候
由
ニ

候
、
定
宥
ハ
拙
僧
よ
り
拾
壱
代

前
之
師
也
、
愚
僧
迄
之
年
数
凡
四
百
年
ニ

も
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可＊
6

成
か
、
快
雅
ハ
何
代
先
と
云
ふ
事
を
不
知

一
景
儀
は
當
村
桑
内
と
云
ふ
所
之
人
也
、

當
院
之
先
師
宥
信
法
印
之
弟
子
也

景
が
兄
ニ

田
村
庵
才
と
云
ふ
人
あ
り
、
景
が

依
恩
従

蓬
庵
様
高
三
百
石
被
遣
被
致

病
死
候
、
御
奉
公
之
内
ニ

越
度
在
之
由
に
て

跡
目
御
立
不
被
遊
候
由
傳
承
候
、
庵
才
ハ
當
村

八
幡
宮
本
社
舞
堂
之
施
主
也
、
子
孫
に
今

六
七
軒
も
在
之
候

一
由
緒
と
末
寺
と
之
差
別
、
高
野
一
山
之
学
侶

灌
頂
執
行
之
法
度
書
ニ

、
□
方
不
替
三
代

灌＊
7

頂
執
行
之
人
を
由
緒
と
相
定
申
候
、
但
シ

田
舎
よ
り
致
登
山
野
山
之
寺
院
も
、
三
代
不
替
、

田
舎
之
寺
院
も
替
さ
れ
ハ
、
由
緒
と
云
ふ
な
り
、

末
寺
と
ハ
大
ニ

簡
別
在
之
法
度
書
也
、
當
院

之
住
持
た
る
者
、
右
之
法
度
書
能
�
見
覚
可
然
也

一
於
當
院
灌
頂
執
行
在
之
事
、
往
昔
不
知
、

蓬
庵
様
御
入
國
�
以
來
、
宥
全
・
宥
昇
弐
代

傳
燈
大
阿
闍
梨
之
灌
頂
、
於
當
院
在
之
候
、
則

宥
昇
之
大
阿
闍
梨
ハ
寺
町
持
明
院
快
儀
上
人
也
、
其
外

初
灌
頂
自
他
門
之
新
發
意
ニ

致
付
法
候
事
、

全
・
昇
兩
師
�
拙
僧
ニ

至
迄
ハ
、
三
四
年
ニ

壱
度

程
ハ
令
執
行
候
、
他
國
に
て
も
灌
頂
執
行
在
之

寺
院
多
ハ
無
之
候
、
御
入
國
�
以
來
當
國
に
て

灌
頂
執
行
之
寺
院
、
太
龍
寺
・
持
明
院
・
鶴
林
寺
・

當
院
四
ヶ
寺
な
ら
て
ハ
無
之
候
。
五＊
8

六
年
以
前
に

南
方
西
光
寺
丁
義
執
行
在
之
候
、
此
師
ハ
僧

中
無
比
之
福
僧
故
、
丁
義
被
致
候
由
風
聞
候
、

右
之
四
箇
寺
ハ
必
不
依
貧
富
丁
義
初
灌
頂
共
ニ

修
行
有
之
候
、
當
院
之
住
持
雖
及
未
来
際
、
先

國
家
安
全
之
御
祈
禱
、
當
院
之
法
燈
相
續
、

寺
内
之
繁
茂
を
別
而
祈
へ
し
、
正
當
二
院

之
由
緒
、
當
院
末
寺
之
諸
作
法
、
無
油
断
可
被
懸
心
ニ

拙
僧
病
氣
甚
敷
、
命
終
之
程
難
義
候
故
、
心
ニ

浮
所
、
萬
か
中
ニ

一
二
を
書
置
者
也

「
此
流
ヲ

續＊
9
か

故
、
末
寺
と
い
は
ゝ
、
當
國
ニ

も
仁
和
・
大
覺

兩
御
門
跡
ノ

末
寺
数
箇
寺
有
之
候
、
然
共
灌
頂
ハ
大
概

代
�
野
山
ニ

而
致
修
行
候
、
御
門
跡
ニ

末
寺
修
行
ノ

灌
頂

終
無
之
候
、
若
�＊
10

ハ
灌
頂
ハ
末
寺
ノ

由
緒
不
相
成（
？
）候
」（
附
箋
）

爲
後
世
如
斯
致
置
候
、
拙
僧
直
筆
ニ

而
書
置（

マ
マ
）

可

可
申
所
存
候
へ
共
、
普＊
11

請（
？
）

無
之
故
、
先
爲
令
無

失
念
以
他＊
12

筆
書
置
候
、
重
而
書＊
13

直
可
申
覚
悟
也

玉
龍
（
花
押
）

（
注
）
＊
1
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
当
寺
之
三
代
」
と
翻
刻
す
る
。

＊
2
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
跡
と
」
と
翻
刻
す
る
。

＊
3
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
可
在
之
と
」
と
翻
刻
す
る
。

＊
4
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
失
焼
」
と
翻
刻
す
る
。

＊
5
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
い
た
し
候
也
」
と
翻
刻
す
る
。

＊
6
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
可
成
候
」
と
翻
刻
す
る
。

＊
7
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
灌
頂
ハ
執
行
」
と
翻
刻
す
る
。

＊
8
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
五
六
ヶ
年
」
と
翻
刻
す
る
。

＊
9
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
続
ク
故
」
と
翻
刻
す
る
。

＊
10
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
□
ハ
」
と
翻
刻
す
る
。

（
カ
）

＊
11
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
普
徒
」
と
翻
刻
す
る
。

＊
12
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
代
筆
」
と
翻
刻
す
る
。

＊
13
…
『
報
告
書
12
』
で
は
「
書
置
」
と
翻
刻
す
る
。
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【E25‐110

・111

】『（
仮
）
地
蔵
寺
由
緒
書
』

〈
題
〉（
ナ
シ
）

〈
体
裁
・
法
量
等
〉

江
戸
時
代
写

一
六
・
四
×
四
五
・
二
糎
（
第
一
紙
・E25‐110

）

一
六
・
四
×
四
四
・
六
糎
（
第
二
紙
・E25‐111

）

界
線
ナ
シ

折
紙

〈
奥
書
〉
住
持
普
雄

謹
白

（
第
二
紙
・E25‐111

）

【E25‐110

】

當
山
ニ

候
て
住
山
仕
、
碩
学
ニ

昇
進
仕
、
當
山
ニ

住
職

仕
候
、
其
上

家
康
公
様
御
懇
意
ニ

御
座
候
へ
ハ
、
沙
門
之
境
界

□
�
望
も
無
御
座
候
、
御
國
莊
嚴
院
先
住
定
快
と

申
僧
、
先
住
時
分
當
寺
ニ
而

実
賢
方
山
本
一
流

傳
授
仕
由
緒
御
座
候
間
、
向
後
、
板
西
莊
嚴
院
と

當
院
と

法
流
由
緒
之
御
書
奉
願
候
と

申
上
候
得
ハ

則
双
方
ヘ

御
書
被
下
置
候
□

蓬
庵
様
御

書
三
通

至
鎮
様
御
書
一
通

光
隆
様
御

書
一
通

綱
矩
様
御
書
一
通

頂
戴
仕
居
申
候

一
讃
州
善
通
寺
、
白
峯
寺
、
豫
州
石
手
寺
、
土
州

蹉
跎
山
、
五
臺
山
、
東
寺
、
御
國
、
太
龍
寺
、
莊
嚴
院

申
候
而
、
四
國
八
拾
八
箇
寺
之
内
、
八
箇
寺
と

申
大
伽
藍
ニ

而
天
下
國
家
之
御
祈
願
相
勤
申
候
、
當
寺
昔
シ

繁
昌
之
時
者
、
三
百
坊
之
門
首
ニ

而
、
備
前
、
播
磨

惣
而
四
國
之
内
ニ

末
寺
多
御
座
候
由
、
只
今
ニ

至
五

十
箇
寺
ニ

及
ビ

末
寺
御
座
候
、
先
年
者
此
レ

�
前
ニ

堂
寺
有
之
候
而
、
代
�
ノ

住
持
、
庭
儀
之
灌
頂
修

行
仕
候
、
私
�
三
代
前
之
住
持
玉
龍
、
只
今
之
所
へ

寺
ヲ

引
、
方
丈
、
庫
裡
再
興
仕
、
次
ノ

住
持
龍
辨

鐘
樓
・
堂
門
建
立
仕
候
、
又
元
禄
十
年
、
寺
内
ニ

而

如
意
輪
観
音
ノ

鑄
像
堀
出
申
候
而
、
佛
工
ヲ

呼
、
観
音
ノ

大
像
ヲ

作
リ

、
胸
間
ニ

入
申
候
、
先
年
大
壇
ノ

橛
柱
等
も

堀
出
シ

申
候
、
私
義
七
年
已
前
當
寺
ヘ

入
院
仕
、

右
四
國
之
内
、
同
格
ノ

七
箇
寺
ニ

相
並
候
様
ニ

仕
度

願
申
上
候
而
、
地
蔵
本
堂
御
再
興
被

仰
附
□

又
私
土
木
ヲ

荷
申
候
様
ニ

仕
、
護
摩
堂
・
長
廊

観
音
堂
・
遍
路
休
息
所
・
十
王
堂
・
中
門
等

再
興
仕
、
鎮
守
天
照
皇
太
神
、
諏
訪
明
神
、

熊
野
権
現
、
辨
才
天
社
、
并

祖
師
堂
、
鐘
樓

堂
、
庫
裡
、
方
丈
等
修
復
仕
候

一
蓬
庵
様

至
鎮
様

御
代
�
御
祈
願

仕
候
故
、
先
年

御
城
ニ

而
三
壇
之
護
摩

修
行
被

仰
附
、
普
賢
延
命
之
畫
像
も

御
城
へ

持
参
仕
候
由
口
傳
候
、
文
英
様
御
祈
禱

當
寺
住
持
ニ

被

仰
附
、
大
山
寺
并

當
寺
ニ

而
、
御

祈
禱
抽
丹
誠
、
御
札
守
差
上
候
處
、
御
懇
意
ノ

御
□

柳
本
權
□
□
ヲ

以
被

仰
下
候

一
去
ル

巳
ノ

年
願
上
候
ハ
、
當
寺
ヘ

寺
領
御
寄
附
、

御
建
立
所
、
境
内
諸
役
御
免
許
故
、
冥
加

之
御
爲

任

御
吉
例
、
御
札
守
差
上
度
由
申
上
候
處
、

正
五
九
御
祝
月
寒
御
祈
禱
、
□
□
御
上
下

之
御
祈
念
、
抽
丹
誠
御
札
守

御
兩
殿
様
ヘ
差
上
可
申
旨
被
仰
附
、
於

勝
軍
地
蔵
宝
前
常
御
祈
禱
仕
御
札
守

□
上
□
□
候

【E25‐111

】

一
阿
波
國
無
盡
山
莊
嚴
院
地
蔵
寺
者

弘
法
大
師
開
基
〔
一
説
ニ
ハ

行
基
菩
薩
開
基
と

申
候
／
得
共
傳
記
未
詳
〕

則
勝
軍
地
蔵
、
不
動
明
王
等
之
尊
像

并

五
大
尊
、
普
賢
延
命
等
之
畫
像
、
弘
法
大
師

制
作
ニ
而

御
座
候
、
其
砌

原 卓 志

―２０７―



嵯
峨
帝
、
淳
和
帝
、
仁
明
帝
之
御
倫
旨
御

坐
候
由
申
傳
候
、
又
頼
朝
公
、
頼
家
公
、
實
朝
公

當
寺
本
尊
御
歸
依
被
遊
、
殊
更
頼
朝
公

御
信
仰
之
愛
染
尊
、
只
今
之
護
摩
堂
ニ

安
之

一
當
寺
中
興
之
住
持
定
宥
蒙

後
宇
多
帝
勅
宣
、
紀
州
熊
野
権
現
遷
宮
修
行
之

時
、
依
神
夢
、
地
蔵
之
大
像
ヲ

作
リ

、
彼
弘
法
大
師

御
作
一
寸
七
歩
勝
軍
地
蔵
、
今
ノ

像
中
ニ

安
之

一
細
川
讃
岐
守
殿
�
五
百
五
十
石
寺
領
御
寄
附

天
下
國
家
之
御
祈
願
相
勤
候
由
申
傳
候

一
赤
澤
信
濃
守
殿
、
板
西
城
之
時
分
、
當
寺

勝
軍
地
蔵
御
歸
依
、
御
祈
願
相
勤
申
候
而
、
其
砌

�
板
西
地
蔵
寺
と
申
候
由
申
傳
候

一
土
州
長
曽
我
部
元
親
、
板
西
城
并

勝
瑞
城

責
之
時
、
當
寺
并

十
二
坊
之
寺
家
等
迄

不
残
兵
火
ニ

逢
、
其
砌

御
倫
旨
、
御

朱
印
等
并

宝
物
焼
失
仕
候
由
申
傳
候

其
后
寺
内
堀
候
節
、
先
年
も
大
壇

之
橛
柱
堀
出
□
□
候

一
蓬
庵
様
御
入
國
已
來
、
當
寺
へ

御
参
詣

被
遊
、
本
堂
御
建
立
、
寺
領
御
寄
附
、
當
寺

勝
軍
地
蔵
御
歸
依
被
遊
候

一
至
鎮
様

慶
長
年
中
、
當
寺
ヘ
被
爲
掛
御
腰
候

砌
、
境
内
諸
役
御
免
許
之
御
書
附
被

下
置
候
、

當
寺
中
興
之
住
持
定
宥
、
板
東
大
麻
宮
ニ

而

求
聞
持
執
行
之
壇
上
ヘ

出
現
仕
候
螺
貝
并

弘
法
大
師
御
請
來
之
錫

御
所
望
被
遊
候
而
、

殊
ニ

勝
軍
地
蔵
御
皈
依
被
遊
由
申
傳
候

一
高
野
山
正
智
院
法
流
由
緒
之
義
ニ

付

蓬
庵
様

光
隆
様

綱
矩
様

御
直（
？
）當之

御
判
物
頂
戴
仕
居
申
候
、
昔
繁
昌
之
時
分
、

三
百
坊
之
門
首
ニ

而
、
備
前
・
播
磨
惣
而

四
國
之
内
ニ

末
寺
多
御
座
候
而
、
四
國
無
双
之
大

伽
藍
之
由
申
傳
候
、
只
今
至
五
十
箇
寺

末
寺
御
座
候

一
元
禄
十
丁
丑
年
寺
内
ニ

而
、
如
意
輪
観
音

鑄
像
堀
出
シ

申
候
而
、
唯
今
之
観
音
之
木
像

之
中
ニ

入
申
候
、
大
壇
之
橛
柱
者
三
拾
年

已
前
□
堀
出
申
候

一
先
年
者
此
レ

�
前
ニ

堂
寺
御
座
候
而
、
代
�
之
住
持

庭
儀
灌
頂
相
勤
申
候
所
、
三
代
前
之
住
持
玉
龍

只
今
之
所
ヘ

寺
ヲ

引
、
方
丈
、
庫
裡
再
興
仕
、
次
ノ

住
持

龍
弁
、
鐘
樓
、
堂
門
建
立
仕
候
、
私
義
七
年
已
前

入
院
仕
、
其
後
地
蔵
本
堂
御
再
興
被
仰
附
、
其

外
之
諸
堂
、
中
門
等
迄
不
残
建
立
修
復

仕
候
、
以
上

住
持
普
雄

謹
白

《
無
尽
山
地
蔵
寺
所
蔵
由
来
書
等

翻
刻
（
終
）》
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Memorandum on the abbot of Mujinzan Jizoji Temple
− The Chief Priests in the Medieval and Early Modern Periods −

HARA Takuji

This paper is a memorandum on Jizoji Temple and its abbots from the Middle Ages to the early modern

period to elucidate the actual study and teaching conditions by successive abbots of Jizoji Temple.

Among the successive abbots of Jizoji, there are very few materials that provide clues to the history and

training of the abbots from the late medieval to early modern periods. In consideration of this situation, the

following books are selected from the collection of Jizoji Temple: Toin Shinyaku no Innen, Toin Chuko Kaizan no

Koto（『当院神薬之因縁・当院中興開山之事』）, Jizoji Sojo Daisu（『地蔵寺相承代数』）, Jizoji Sojo Daisu (separate
volume)（別本『地蔵寺相承代数』）, Mujinzan Shogonin Jizomitsuji Ki（『無尽山荘厳院地蔵密寺記』）, Shojihoryu
（『正地法流』）and (Provisional) Jizoji Yuishogaki（『（仮）地蔵寺由緒書』）. In addition, the book is reprinted with
bibliographic information at the end of the book and is widely available for reference.
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